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　平成 29年度は、国 ･県と連動した「小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 3年目、「第 7次小山
市総合計画」の 2年目の年として、地方創生の更なる深化のため、第 1に、圏央道開通による新規工業団地
の開発・企業誘致と若者の「雇用の確保」、第 2に、関東・東北豪雨災害を踏まえた国営かんがい排水事業
「栃木南部地区」の事業促進、豊穂川・杣井木川の排水強化対策による「安全安心な小山市」の創造、第 3に、
保育園の増設・保育料助成等子育ての推進や老人クラブ育成・介護支援等を一層充実させ、平成 25年の「高
齢化対応日本一」に続き、「子育て支援日本一」を目指し、第 4に、小山市の「宝」である「渡良瀬遊水地」、「本
場結城紬」、「小山評定」等の地域資源に磨きをかけた観光地化の推進による交流人口の増大、第 5に、下野市・
野木町・結城市との ｢小山地区定住自立圏形成協定 ｣を大切に育て推進し将来は ｢50 万中核都市 ｣の実現を
目指すこととします。
　このため、立地利便性を活かした「小山東部第二工業団地」、「テクノパーク小山南部」の新規工業団地開
発推進、出会いから結婚、妊娠、出産、子育てまでを包括的に支援する「子育て包括支援システム」の構築、
高齢者の住まい ･生活支援・予防・介護・医療を包括的に支援する「地域包括ケアシステム」の構築、国体
開催と栃木ゴールデンブレーブスのＢＣリーグ参戦に伴う小山運動公園野球場整備等によるスポーツ立市小
山の推進、県内初となる「絹義務教育学校」の開校、「城南地区新設小学校」を着工するほか、「小山ブランド」
の創生、「開運のまちおやま」の全国発信、行財政改革に取り組んでいきます。
　これらの実現のため、市税等自主財源の確保を図るとともに、全職員が一丸となって、歳入に見合った歳
出構造改革に取り組み、企業的経営感覚に立ち、常にコスト意識を持って経費全般にわたる徹底した節減合
理化に努めていきます。
　以上を踏まえ、平成 29年度の予算は「小山を創る第二章」として、小山市の将来にわたる持続的な発展
を堅持し、｢夢 ｣｢ 未来 ｣溢れる小山市創造を目指し編成しました。

新年度予算の特徴
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問合せ
財政改革課 ☎22−9333

【
一
般
会
計
】　
市
の
主
な
収

入
と
支
出
を
計
上
し
て
い
る

会
計

【
特
別
会
計
】　
特
定
の
収
入

と
支
出
を
一
般
会
計
と
区
別

し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

【
自
主
財
源
】　
市
税
や
繰
入

金
な
ど
市
が
独
自
に
調
達
で

き
る
お
金

【
依
存
財
源
】　
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
税
】　
皆
さ
ま
に
納
め
て

い
た
だ
く
市
民
税
・
固
定
資

産
税
な
ど

【
市
債
】　
市
が
事
業
を
行
う

た
め
に
借
り
る
お
金

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
皆

さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
消

費
税
の
一
部
で
、
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
地
方
交
付
税
】　
市
町
村
の

財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】　
事
業

な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と

し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
義
務
的
経
費
】　
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
経
費

【
投
資
的
経
費
】　
施
設
の
建

設
な
ど
将
来
に
残
る
も
の
に

支
出
す
る
経
費

用
語
解
説

「
小
山
を
創
る
第
二
章
」

平
成
29
年
度

　

新
年
度
予
算
総
額
608
億
５
千
万
円

　
　
　
（
前
年
度
比
0.2
％
増
）
を
計
上

一般会計の予算額
【 】内 前年度㌽比

当
初
予
算

歳入
608 億 5,000 万円

自主財源

59.2％
【1.6㌽減】【1.6㌽増】

依存財源

40.8％

市税
281 億 839.3 万円
46.2％【0.5㌽減】

諸収入
56 億 3,405.3 万円
9.3％【0.6㌽減】

その他の自主財源
22 億 6,999.6 万円
3.7％【0.5㌽減】

国庫支出金
80 億 3,840.0 万円
13.2％【0.1㌽増】

市債
66 億 9,770.0 万円
11.0％【1.9㌽増】

県支出金
40 億 4,424.4 万円
6.6％【0.6㌽減】

地方消費税交付金
31 億 9,600.0 万円
5.3％【－】

地方交付税
16 億 2,500.0 万円
2.7％【0.3㌽増】

その他の依存財源
12 億 3,621.4 万円
2.0％【0.1㌽減】



市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
関
連

社
会
資
本
整
備
の
推
進

▪
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
栃
木

南
部
地
区
）　
１
０
万
円
（
事
務
費
）

　
２
市
１
町
に
ま
た
が
る
、
我
が
国

有
数
の
米
麦
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

き
た
栃
木
南
部
地
区
の
湛
水
被
害
や

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
排
水
能
力
低

下
解
消
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

▪
排
水
強
化
対
策
事
業
（
豊
穂
川
・

杣
井
木
川
等
）　
８
，
７
０
０
万
円

　
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
た
豊
穂
川
流
域
（
大
行

寺
・
島
田
地
区
）
に
お
い
て
、
排
水

機
場
、
調
節
池
等
の
排
水
強
化
対
策

を
図
る
た
め
、
豊
穂
川
調
節
池
の
調

査
・
測
量
、
整
備
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
杣
井
木
川
流
域
で
は
、
輪
中

堤
調
査
設
計
等
を
行
う
他
、
小
山
東

部
地
区
に
お
け
る
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

経
済
活
性
化
・
雇
用
の
促
進
及
び

商
工
農
業
・
観
光
の
振
興

■
新
規
工
業
団
地
開
発
推
進
事
業

[

小
山
東
部
第
二
工
業
団
地
着

工
、
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
小
山
南

部
（
用
地
取
得
等
）、
新
４
号
国

道
沿
線
新
規
工
業
団
地
推
進]

７
億
１
，５
４
２
万
円（
特
別
会
計
含
）

　
企
業
立
地
の
受
け
皿
と
し
て
、梁
・

高
椅
地
内
の
市
有
地
約
９
．
３
ha
に

「
小
山
東
部
第
二
工
業
団
地
」
の
開

発
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度

は
、
開
発
を
進
め
る
た
め
の
許
可
等

の
手
続
き
や
、
関
係
機
関
と
の
調
整

手
続
、
詳
細
設
計
を
進
め
、
造
成
工

新
年
度
予
算
の
使
い
道

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た

渡
良
瀬
遊
水
地
の
賢
明
な
活
用
と
し

て
第
１
に
「
治
水
機
能
確
保
を
最
優

先
と
し
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
」、

第
２
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
推
進
」、

第
３
に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
野

生
復
帰
」
を
推
進
し
、
多
く
の
人
を

小
山
市
に
呼
び
込
み
、
観
光
地
化
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
登
録
５
周
年
と
い

う
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
渡
良

瀬
遊
水
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
5
周

年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▪
各
機
関
連
携
協
定
推
進
事
業
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２
９
万
円

　
小
山
市
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た

各
機
関
（
小
山
北
桜
高
校
、
小
山
高

専
、
白
鷗
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、
Ｊ

Ｒ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
足
利
銀
行
、
栃
木
銀

行
、
郵
便
局
）
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
首
都
圏
に
進
学

し
た
大
学
生
や
移
住
希
望
者
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
共
同

で
「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を
行
い

ま
す
。

事
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
、

新
４
号
国
道
を
経
由
し
た
東
京
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
す
る

こ
と
か
ら
、
県
営
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
に
よ
り
塚
崎
・
東
野
田
地

区
に
、
非
農
用
地
を
創
出
し
て
新
規

工
業
団
地
の
開
発
計
画
を
進
め
る
こ

と
と
し
、　
平
成
29
年
度
は
基
本
設

計
策
定
と
並
行
し
て
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
る
他
、
用
地
を
取
得

し
ま
す
。

▪
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
本

場
結
城
紬
生
産
振
興
普
及
事
業 

１
，
４
１
９
万
円

　
本
場
結
城
紬
の
伝
統
技
術
は
世
界

に
認
め
ら
れ
た
本
市
の
誇
れ
る
伝
統

産
業
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
地
域
資
源
で
す
。
こ
の
地
域

資
源
を
確
実
に
後
世
に
継
承
す
る
た

め
、
第
二
期
「
小
山
市
本
場
結
城

紬
復
興
振
興
５
カ
年
計
画
（
平
成

30
年
度
〜
平
成
34
年
度
）」
を
策
定

し
、
本

場
結
城

紬
産
業

の
復
興

を
目
指

し
た
振

興
策
を

推
進
し

ま
す
。

▪
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
渡

良
瀬
遊
水
地
の
観
光
地
化
推
進
事

業[

渡
良
瀬
遊
水
地
関
連
振
興
５
カ

年
計
画
の
推
進
（
観
光
誘
客
推
進
）、

登
録
５
周
年
記
念
事
業]

１
，
２
５
２
万
円

　
平
成
24
年
７
月
３
日
に
世
界
の
ラ

生井地区の渡良瀬遊水地第二調
節池に飛来したコウノトリ
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【
一
般
会
計
】　
市
の
主
な
収

入
と
支
出
を
計
上
し
て
い
る

会
計

【
特
別
会
計
】　
特
定
の
収
入

と
支
出
を
一
般
会
計
と
区
別

し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

【
自
主
財
源
】　
市
税
や
繰
入

金
な
ど
市
が
独
自
に
調
達
で

き
る
お
金

【
依
存
財
源
】　
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
税
】　
皆
さ
ま
に
納
め
て

い
た
だ
く
市
民
税
・
固
定
資

産
税
な
ど

【
市
債
】　
市
が
事
業
を
行
う

た
め
に
借
り
る
お
金

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
皆

さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
消

費
税
の
一
部
で
、
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
地
方
交
付
税
】　
市
町
村
の

財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】　
事
業

な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と

し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
義
務
的
経
費
】　
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
経
費

【
投
資
的
経
費
】　
施
設
の
建

設
な
ど
将
来
に
残
る
も
の
に

支
出
す
る
経
費

特別会計の予算額

国民健康保険（事業勘定）208 億 700 万円

介護保険 106 億 7,990 万円

後期高齢者医療 14 億 7,690 万円

病院事業債管理事業 8 億 5,120 万円

墓園やすらぎの森事業 1 億 130 万円

与良川水系湛水防除事業 4,540 万円

農業集落排水処理事業 6 億 5,130 万円

小山東部第二工業団地造成事業 7,400 万円

テクノパーク小山南部造成事業 6 億 900 万円

公共用地先行取得事業 2,360 万円

公共下水道事業 51 億 8,700 万円

企業会計の予算額

水道事業

収益的
収入 28億 8,988.0 万円

支出 25億 5,669.3 万円

資本的
収入 8,177.4 万円

支出 10億 8,549.7 万円

平成29年度「当初予算」

※
予
算
額
は
千
円
単
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

歳出
608 億 5,000 万円

義務的経費

43.7％
【0.1㌽増】

投資的経費
14.9％
【0.3㌽増】

その他

41.4％
【0.4㌽減】

民生費
186 億 9,298.0 万円
30.7％【0.5㌽減】

土木費
73 億 1,403.8 万円
12.0％【0.6㌽増】

教育費
66 億 3,704.2 万円
10.9％【1.4㌽増】

公債費
59 億 5,922.7 万円
9.8％【0.1㌽減】

総務費
58 億 4,284.3 万円
9.6％【0.4㌽減】

衛生費
58 億 3,066.2 万円
9.6％【ー】

商工費
55 億 8,102.0 万円
9.2％【0.4㌽減】

農林水産業費
22 億 2,466.1 万円
3.7％【0.6㌽減】

消防費
19 億 4,760.1 万円
3.2％【ー】

その他
8億 1,992.6 万円
1.3％【ー】



◆
市
民
生
活
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
関
連
社
会
資
本
整
備
の
推
進

■
３
・
４
・
１
０
１
城
東
線
道
路
改
良
事
業
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
６
︐
８
４
６
万
円

■
３
・
４
・
７
小
山
野
木
線
︵
粟
宮
工
区
︶
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
︐
９
５
０
万
円

■
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
　
　
１
億
４
︐
９
８
３
万
円

■
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
　
　
　
４
︐
３
０
０
万
円

■
城
山
町
二
丁
目
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
４
︐
７
８
０
万
円

■
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
　
2
億
３
︐
０
４
０
万
円

◆
経
済
活
性
化
・
雇
用
の
促
進
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
農
業
・
観
光
の
振
興

■
担
い
手
・
農
地
総
合
対
策
事
業
　
５
︐
６
５
０
万
円

■
日
本
型
直
接
支
払
制
度
︵
多
面
的
機
能
支
払
︶　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
３
︐
７
５
３
万
円

■
お
や
ま
和
牛
生
産
振
興
事
業
　
　
３
︐
０
８
０
万
円

■
ロ
ブ
レ
再
生
事
業
　
　
　
　
２
億
７
︐
６
５
９
万
円

■
企
業
立
地
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

■
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
事
業
　
　
　
２
︐
２
１
４
万
円

■
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
　
　
８
８
７
万
円

■
移
住
・
定
住
促
進
事
業
︵
新
幹
線
通
勤
定
期
券
購
　

　
入
費
補
助
︶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

■
高
齢
者
移
住
促
進
︵
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
︶
事
業

２
８
５
万
円

■
転
入
勤
労
者
等
住
宅
取
得
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
︐
０
０
０
万
円

■
空
家
等
利
活
用
推
進
助
成
事
業
　
　
　
１
６
２
万
円

◆
新
し
い
小
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
・
普
及
拡
大

■
地
産
地
消
・
食
育
推
進
事
業
　
　
　
　
１
６
８
万
円

■
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
　
　
　
１
︐
２
９
２
万
円

■
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
万
円

◆
地
球
環
境
対
策
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
推
進

■
エ
コ
シ
テ
ィ
お
や
ま
推
進
事
業
︵
ク
ー
ル
シ
ェ
　
　

　
ア
・
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
推
進
︶　
　
　
　
８
８
万
円

■
騒
音
振
動
悪
臭
防
止
事
業
　
　
　
　
　
１
９
２
万
円

■
狂
犬
病
予
防
事
業
︵
飼
い
犬
等
避
妊
手
術
費
補
助
︶

１
１
６
万
円

そ
の
他
の
主
な
事
業

▪
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
た

小
山
市
3
个
年
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

　
２
０
２
０
東
京
大
会
の
開
催
を
好

機
と
捉
え
、
地
域
資
源
の
発
掘
・
磨

き
上
げ
や
受
入
態
勢
の
整
備
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等
、
外
国
人
旅
行
客
を

市
内
に
呼
び
込
む
た
め
の
具
体
的
施

策
や
行
動
計
画
等
を
定
め
た
３
ヶ
年

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▪
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業[

移
住
・
定
住
促
進
広
域
連
携
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン]

１
，
５
４
２
万
円

　
人
口
減
少
社
会
の
進
展
に
伴
い
人

口
流
出
の
抑
制
（
定
住
促
進
）
と
人

の
流
れ
の
創
出
（
移
住
促
進
）
へ
の

取
組
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
那
須
塩
原
市
と
連
携
し
、
新
幹

線
駅
を
軸
と
し
た
移
住
・
定
住
促
進

の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
両
市
が
連
携
し

て
の
Ｐ
Ｒ
事
業
（
宣
伝
広
告
、
駅
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
）、
魅
力
発
見
事

業
（
小
山
市
広
報
特
派
員
、
移
住
・

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
、
新
幹
線
通
勤
者

ら
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
実

施
）、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業
（
東

京
都
内
で
の
ふ
る
さ
と
交
流
会
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
相
談
会
等
実
施
）、
子

育
て
世
代
移
住
促
進
事
業
（
新
幹
線

を
利
用
し
両
市
を
巡
る
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
実
施
等
）
を
行
い
ま
す
。

■
移
住
・
定
住
促
進
事
業
（
新
幹
線

通
勤
定
期
券
購
入
費
補
助
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

　
新
卒
者
が
就
職
す
る
際
、
東
京
等

に
転
出
す
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
の
定
期
券
を
購
入
し
新
幹
線
で

通
勤
す
る
新
卒
の
市
民
に
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
で
、
小
山
市
内
か
ら

の
新
幹
線
通
勤
を
奨
励
し
若
者
の
人

口
流
出
を
抑
制
し
ま
す
。

　
補
助
金
は
新
幹
線
通
勤
定
期
券
購

入
額
か
ら
、
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ

る
通
勤
手
当
を
差
し
引
い
た
額
（
最

大
月
１
万
円
）
と
し
、
３
年
間
交
付

し
ま
す
。

新
し
い
小
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
・

普
及
拡
大

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
９
９
万
円

　
小
山
市
の
地
域
力
維
持
・
強
化
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
小
山
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
２
名
を
募
集
し
、
移
住
、

定
住
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
・
観
光
、
特
産

品
等
の
地
域
資
源
の
発
掘
等
を
行
い

ま
す
。

21
世
紀
を
展
望
す
る
新
し
い
教
育

観
に
立
っ
た
教
育
の
推
進

▪
お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
１
万
円

　
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
児
童

生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、
ふ
る

さ
と
小
山
の
よ
さ
を
積
極
的
に
発
信

で
き
る
よ
う
、「
お
や
ま
英
語
教
育

の
ま
ち
推
進
５
か
年
計
画
」
に
基
づ

き
、
事
業
を
進
め

ま
す
。

　
平
成
29
年
度

は
、
平
成
32
年
度

の
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の

全
校
常
駐
に
向
け

て
、昨
年
度
よ
り
も
４
人
増
と
な
る
、

24
人
を
配
置
し
ま
す
。
　

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
市
内
各
校
を
計
画
的
に

訪
問
し
、
英
語
科
担
当
教
員
や
学
級

担
任
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

に
よ
る
授
業
を
行
っ
た
り
、
学
校
行

事
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
英
語
を
日
常
的
に
使
う

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
城
南
地
区
新
設
小
学
校
建
設
事
業

１
８
億
３
，
６
２
３
万
円

　
児
童
数
増
加
に
伴
う
旭
小
学
校
及

び
大
谷
東
小
学
校
の
教
室
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
東
城
南
３
丁
目
に
新

設
小
学
校
を
、
平
成
31
年
４
月
の
開

校
を
目
指
し
、建
設
に
着
手
し
ま
す
。

■
絹
義
務
教
育
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
事
業
　
　
　
１
，
８
９
３
万
円

　
県
内
初
の
義
務
教
育
学
校
と
し
て

開
校
す
る
こ
と
に
伴
い
、
遠
距
離
通

学
と
な
る
児
童
の
登
下
校
の
た
め
ス

ク
ー
ル
バ
ス
（
29
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
４
台
）
運
行
し
ま
す
。

■
豊
田
中
学
校
区
新
設
小
学
校
整
備

事
業
　
　
　
１
億
７
，
９
１
４
万
円

　
市
内
２
番
目
の
義
務
教
育
学
校
と

し
て
豊
田
南
小
学
校
・
豊
田
北
小
学

校
・
豊
田
中
学
校
を
統
合
し
た
小
中

一
貫
校
の
平
成
33
年
４
月
開
校
に
向

け
、
平
成
29
年
度
は
学
校
用
地
取
得

等
を
行
い
ま
す
。

■
食
育
の
推
進
事
業(

ラ
ム
サ
ー
ル

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
、ホ
ン
モ
ロ
コ
、

は
と
む
ぎ
茶
、ラ
ム
サ
ー
ル
ナ
マ
ズ)

　
　
　
　
　
　
　
３
，
２
０
２
万
円

　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
と

食
育
推
進
の
た
め
、
お
や
ま
和
牛
、

は
と
む
ぎ
、
米
パ
ン
、
小
山
産
野
菜

等
の
購
入
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
児
童
生
徒
に
渡
良
瀬
遊
水

地
に
つ
い
て
や
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
意

義
、
地
域
の
良
さ
や
環
境
保
全
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ホ
ン
モ
ロ
コ
」
を
継

続
的
に
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
加
え
、
昨
年
、
養
殖
に
成
功
し

た
「
ラ
ム
サ
ー
ル
ナ
マ
ズ
」
を
小
学

校
給
食
に
取
り
入
れ
ま
す
。

　
な
お
、「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
小
山
市
で
は
平
成
26
年
度
か

ら
毎
月
8
日
を
「
わ
食
の
日
」
と
し

て
お
米
中
心
の
日
本
型
食
生
活
を
推

進
し
て
お
り
、
学
校
給
食
で
も
「
わ

食
の
日
」
に
は
、
小
山
市
の
は
と
む
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◆
21
世
紀
を
展
望
す
る

　
　
　
　
　
　
新
し
い
教
育
観
に
立
っ
た
教
育
の
推
進

■
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
８
万
円

■
複
式
学
級
解
消
の
た
め
の
教
員
採
用
事
業

２
︐
６
６
０
万
円

■
大
学
生
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
　
　
１
７
０
万
円

■
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
︐
２
０
０
万
円

■
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
︐
５
０
０
万
円

■
小
・
中
学
校
備
品
等
の
拡
充
事
業
︵
小
学
３
年
生
用

　
机
・
椅
子
更
新
︶　
　
　
　
　
　
　
３
︐
８
９
４
万
円

■
本
場
結
城
紬
・
渡
良
瀬
遊
水
地
体
験
学
習
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
７
０
万
円

◆
子
育
て
支
援
・
高
齢
・
障
が
い
者
福
祉
・
社
会
保
障
・

　
保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
・
医
療
対
策
の
充
実

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
事
業
　
２
︐
２
０
２
万
円

■
三
世
代
同
居
推
進
補
助
金
交
付
事
業
　
１
２
０
万
円

■
四
世
代
家
族
き
ず
な
表
彰
事
業
　
　
　
　
３
５
万
円

■
小
山
総
合
公
園
水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
整
備
事
業

１
︐
６
６
０
万
円

■
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
事
業
　
　
　
　
　
８
３
４
万
円

■
ツ
ー
ル･

ド･

と
ち
ぎ
開
催
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
万
円

◆
文
化
・
教
養
都
市
小
山
の
創
造

■
琵
琶
塚
・
摩
利
支
天
塚
古
墳
等
整
備
事
業
︵
拠
点
施

　
設
完
成
︶　
　
　
　
　
　
　
１
億
６
︐
７
２
８
万
円

■
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
調
査
事
業

３
２
１
万
円

◆
市
民
安
全
・
安
心
の
向
上
及
び

　
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

■
市
民
生
活
安
全
安
心
推
進
事
業
　
４
︐
２
２
１
万
円

■
消
防
車
両
整
備
事
業
　
　
　
　
　
３
︐
１
０
０
万
円

■
消
防
施
設
整
備
事
業
　
　
　
　
　
３
︐
４
７
９
万
円

■
地
域
防
災
強
化
事
業
　
　
　
　
　
１
︐
５
４
１
万
円

◆
行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

■
第
6
次
行
政
改
革
推
進
事
業
　
　
　
　
　
３
８
万
円

■
収
納
率
の
向
上
対
策
強
化
事
業
︵
コ
ン
ビ
ニ
収
納
振

　
替
手
数
料
等
︶　
　
　
　
　
　
　
　
２
︐９
７
０
万
円

業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
も

設
置
を
進
め
ま
す
。

▪
総
合
防
災
訓
練
事
業

１
６
０
万
円

　
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
職
員
の

初
動
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
防

災
関
係
機
関
相
互
の
連
携
に
よ
る
防

災
体
制
の
強
化
と
、
迅
速
か
つ
的
確

な
応
急
活
動
の
実
施
を
目
的
と
し
、

訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
を

通
し
て
地
域
や
企
業
等
と
の
協
力
体

制
を
確
立
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

■
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
構
想
推
進

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
万
円

　「
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
」
は
、

小
山
市
を
中
心
市
と
し
て
下
野
市
、

野
木
町
、
結
城
市
の
４
市
町
で
形
成

す
る
も
の
で
、
協
定
に
基
づ
き
推
進

す
る
具
体
的
取
組
等
を
明
ら
か
に
し

た
「
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
、
平
成
28
年
10
月
18
日

に
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
」
に
お
い
て
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
連
携
事
業
の
効
果
等
を
評

価
・
検
証
を
行
い
、
小
山
地
区
定
住

自
立
圏
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

ぎ
生
産
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
こ
と
に
因
み
、
牛
乳
の
代
わ
り

に
「
は
と
む
ぎ
茶
」
を
提
供
す
る
等
、

地
場
産
食
材
や
旬
の
食
材
な
ど
を
使

用
し
た
献
立
と
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
・
高
齢
・
障
が
い
者

福
祉
・
社
会
保
障
・
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
づ
く
り
・
医
療
対
策
の

充
実

▪
子
育
て
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業[

子
育
て
包
括
支
援
総
合
相
談

事
業]

　
　
　
　
２
，
５
２
１
万
円

　
出
会
い
か
ら
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
至
る
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点
を
整
備
・
運
営
し
ま
す
。

　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に
保

健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
な
ど
の
資

格
を
持
つ
「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
や
保
育
士
の
資
格
を
持

つ
「
子
育
て

支
援
総
合
相

談
員
」、「
育

児
支
援
家
庭

訪
問
員
」
を

配
置
す
る

総
合
相
談
窓

口
を
設
置

し
、
関
係
各

課
・
機
関
と

連
携
・
情
報

の
共
有
を
図

り
、
包
括
的

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

▪
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

[

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業
・

オ
ー
ル
エ
イ
ジ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業]

　
　
　
　
１
，
４
３
２
万
円

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
間
企
業
等
の
多
様
な
主
体
に

よ
る
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
生

活
支
援
体
制
整
備
を
委
託
し
、
地
域

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
や
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
の
養
成
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
協
議
体
の

設
置
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
ル
エ
イ
ジ
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
実
施
し
、
地

域
の
中
で
高
齢
者
や
そ
の
家
族
、
ま

た
は
40
〜
64
歳
の
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
作
る
た
め
、
日
常
生
活
の

手
助
け
を
受
け
た
い
高
齢
者
等(

利

用
会
員)

と
、
出
来
る
範
囲
で
手
助

け
を
し
た
い
方(

協
力
会
員)

が
お

互
い
に
会
員
登
録
を
し
、
支
え
合
い

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
策
定
事
業

２
０
０
万
円

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
高
齢
者
向
け
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
た
め
、

介
護
保
険
制
度
等
の
法
制
度
に
基
づ

く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
30
年
度
か

ら
32
年
度
を
実
施
期
間
と
す
る
「
す

こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
１
８
」（
小

山
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
（
第
８
期

計
画
）
及
び
小
山
市
介
護
保
険
事
業

計
画
（
第
７
期
計
画
））
を
策
定
し

ま
す
。

■
小
山
運
動
公
園
野
球
場
整
備
事
業

７
億
８
，
４
０
０
万
円

　
平
成
34
年
に
開
催
さ
れ
る
栃
木
国

体
の
会
場
に
予
定
さ
れ
て
い
る
と
と

も
に
、
小
山
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

す
る
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス

が
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
こ
と
か

ら
、
老
朽
化
し
た
本
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
の
電
光
表
示
化
及
び
、
ナ
イ

タ
ー
照
明
の
設
置
、
内
外
野
フ
ェ

ン
ス
の
ラ
バ
ー

マ
ッ
ト
等
の
改

修
工
事
を
、
国

庫
補
助
の
社
会

資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
を

活
用
し
実
施
し

ま
す
。

文
化
・
教
養
都
市
小
山
の
創
造

■
大
谷
地
区
中
心
施
設
整
備
事
業

（
基
本
設
計
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
２
，
７
３
５
万
円

　
地
域
の
多
く
の
人
々
が
集
い
相
互

に
交
流
で
き
る
よ
う
、
地
域
活
動
な

ど
の
拠
点
と
な
る
様
々
な
機
能
を
備

え
た
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
開
館
は
平
成
33
年
度
を
予
定
し
て

お
り
、
平
成
29
年
度
は
、
業
務
委
託

に
よ
り
基
本
設
計
の
策
定
、
用
地
測

量
等
を
行
い
ま
す
。

市
民
安
全
・
安
心
の
向
上
及
び
市

民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
コ
ン
ビ
ニ
設
置
事
業

７
９
万
円

　
市
内
に
お
い
て
は
、
市
役
所
本
庁

舎
を
は
じ
め
各
出
張
所
、
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
学
童
保
育
館
等
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
加
え
て
、
救
急
車
の
到
着
に
５
分

以
上
か
か
る
地
域
に
あ
る
24
時
間
営

下野市

小山市

市
城
結

町
木
野

        ラムサールナマズの天ぷらを
        使った給食献立

平成29年度「当初予算」

₅　広報小山 2017.4月号
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「小山市立絹義務教育学校」はこんな学校です

ポイント②
1 ～ 4 年生が旧福良小校舎、5～ 9年生が
旧絹中校舎で生活します。

　従来の校種の枠を超えた活動を工夫します。
コミュニティ・スクールの取組として、9年間
を通して家庭・地域社会との連携を図ります。

ポイント③
「みんながつどい」、義務教育学校ならでは
の学校行事等を行います。

　9 年間を見通した創意工夫ある指導計画を
作成するとともに、これまでの 4校の取組を
整理・統合します。例えば、
結城紬など地域の遺産を題
材としたふるさと学習を展
開します。

ポイント④
「学びをつなぎ」、「指導をそろえ」、「地域
に根ざした」教育活動を進めます。

　児童生徒の社会性を育成し、自己実現が図
れるように、指導の段差をなくした系統的・
計画的な支援を行います。

ポイント⑤
「育ちをつなぐ」支援の充実を図ります。

　9年間の学年段階の区切りを「基礎・基本
期（1～ 4年生）」、「習熟・接続期（5～ 7年生）」、
「充実・発展期（8・9年生）」として、子ども
たち一人一人の状況を理解し、特に、「習熟・
接続期」については、教員が十分に連携して
指導を行います。

ポイント①
9 年間の学びや育ちをつなぎ、指導をそろ
え、成長を保証する教育活動を展開します。

　平成 27 年 6月に学校教育法の一部が改正され、これまでの小学校や中学校等に加えて、「義務
教育学校」が新たな校種として位置付けられました。
　本市では、福良小学校・梁小学校・延島小学校・絹中学校の 4校を統合再編し、4月 1日から
県内初の義務教育学校として「小山市立絹義務教育学校」を開校します。

絹地区の小・中学校の歴史や取組、地域住民の学校への思いを受け継ぎ、
これからの時代を生き抜く子どもたちを育む新しい学校づくりに向けたキーワード

絹義務教育学校の教育を通してこんな子どもの育成を目指します !

　◆自分の考えを持ち、進んで学習できる子ども
　◆コミュニケーション能力を身に付け、よりよく人と関わることができる子ども
　◆目標を持ち、最後まであきらめずにがんばることができる子ども

　平成 27 年 6月に学校教育法の一部が改正され、これまでの小学校や中学校等に加えて、「義務　平成 27 年 6月に学校教育法の一部が改正され、これまでの小学校や中学校等に加えて、「義務

「県内初」の「義務教育学校」が

平成２９年４月に開校します！

作成するとともに、これまでの 4校の取組を

結城紬など地域の遺産を題
材としたふるさと学習を展

問教育総務課☎22–9658

学力や体力の向上 心の教育の充実 地域とともにある学校
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　市民の皆さまのニーズに積極的に対応し、安全・安心なまちづくりを推進するとともに、業務
効率化による質の高い行政サービスを提供していくため、組織の一部を見直しました。

４月から市役所組織が一部変わりました

≪ 新しく設置した室・係など ≫
◆インバウンド・販路拡大係（総合政策課）
　旅行者の誘致や海外販路拡大を推進するために新
設しました。
◆本庁舎整備準備室（総合政策課）
　市役所本庁舎の整備準備業務を推進するために新
設しました。また、同室内に「本庁舎整備準備係」
を設けました。
◆公共施設マネジメント推進室（管財課）
　公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進し、
将来の公共施設等の質と量の最適化を図るために新
設しました。また、同室内に「公共施設マネジメン
ト推進係」を設けました。
◆在宅医療介護連携係（地域包括ケア推進課）
　住まい・生活支援・介護予防・介護・医療を一体
的に提供する地域包括ケアシステムを構築し、推進
するために新設しました。
◆都市交通推進室（都市計画課）
　生活安心課からコミュニティバス業務を移管し、
業務の効率化と公共交通機関の充実を図るために新
設しました。また、同室内に「新交通システム係」
と「コミュニティバス係」を設けました。

◆まちづくり支援係（都市計画課）
　各地区の業務を統合し、業務の効率化と体制の強
化を図るために新設しました。
◆小山駅東口周辺地区推進係、駅東通り一丁目地区
　推進係（新都市整備推進課）
　担当地区を分け効率的に事業を推進するために新
設しました。
◆英語教育推進室（学校教育課）
　「おやま英語のまち」の推進を図るために新設しま
した。また、同室内に「英語教育推進係」を設けました。
◆児童生徒指導係（学校教育課）
　教育制度全般および児童・生徒指導の強化を図る
ために新設しました。
◆農地利用最適化推進係（農業委員会事務局）
　法改正により強化された業務（農地等の利用集積・
集約化・遊休農地の発生防止・解消等）を推進する
ために新設しました。
◆防災企画係（消防本部危機管理課）
　総合防災訓練等の各種訓練の企画立案のほか、自
主防災組織の育成等、公助・自助・共助の充実強化
を図るために新設しました。

≪ 組織を見直した部・課など ≫
◎産業観光部
　産業や観光の振興における重点施策を一層推進す
るために部名を「経済部」から変更しました。
◎商業観光課
　地域資源に磨きをかけた観光地化の推進による交
流人口の拡大を図るために係名を「観光推進係」か
ら「観光まちづくり係」に変更しました。
◎工業振興課
　人と企業を呼び込む施策を推進するために係名を「工
業振興係」から「工業・移住定住推進係」に変更しました。
◎総合政策課
　業務の効率化を図るために公共施設マネジメント
業務を「公共施設マネジメント推進室（管財課内）」
に移管しました。
◎納税課
　市税収納率の向上を図るために班名を「特別納税
訪問班」から「特別納税対策班」に変更しました。
◎生活安心課
　業務の効率化を図るためにコミュニティバス業務
を「都市交通推進室（都市計画課内）」へ移管しました。
◎小山東出張所・小山城南出張所
　多岐に亘る出張所業務を遂行するためにそれぞれ
係名を「業務係」から「総務係」に変更しました。
◎子育て包括支援課
　出会いから結婚・妊娠・出産・子育てと、若い世
代を包括して支援するために課名を「子育て・家庭
支援課」から変更しました。
◎地域包括ケア推進課
　地域包括ケアシステムを構築し、推進するために
課名を「高齢生きがい課」から変更しました。
◎健康増進課
　業務の効率化を図るために「健康企画係」を「健

康増進係」に統合し、すべての市民がいつまでも健
康で安心できる暮らしを推進するために係名を「母
子健康係」から「市民健康第一係」に、「成人健康係」
から「市民健康第二係」に変更しました。また、幅
広い医療政策業務を遂行し、地域医療を一層推進す
るために係名を「新小山市民病院跡地利用担当」か
ら「医療政策係」に、「地域医療推進係」から「医療
推進係」に変更しました。
◎道路課
　道路に関する業務を一元的に実施し、業務の効率
化を図るために課名を「土木課」から変更しました。
また、課内に「道路第一係」「道路第二係」「保全維持係」
「思川桜管理係」を設け再編しました。
◎水道課
　業務の専門性を高め、業務の効率化や上水道の加
入促進を図るために係名を「総務施設係」から「総
務係」に、「料金係」から「営業推進係」に、「給水
装置係」から「施設係」に変更しました。
◎教育総務課
　小中一貫校事業を一層推進するために課内室名を
「小中一貫校開設準備室」から「小中一貫校開設推進
室」に変更しました。また、係名を「小中一貫推進係」
から「小中一貫政策推進係」に変更しました。
◎中央図書館
　施設管理と窓口業務を総合的に遂行するために係
名を「業務係」から「総務係」に変更しました。
◎消防本部危機管理課
　危機管理に係る総合調整や防災対策および国民保
護に関する業務を推進するために課名を「防災対策
課」から変更しました。また、各種危機事案に対応
するために係名を「防災対策係」から「危機管理係」
に変更しました。

問職員活性課☎22–9362
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※「×」は臨時休業、「○」は通常業務です。秘書広報課、IT 推進課への土日・祝日の問合せはできません

　4月 6日㈭～15日㈯は、
春の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です！

○ドライバーは、子どもの飛び出しや高齢者の横断に対応できる安全な速度で思
　いやりのある運転をしましょう。
○家庭では、子どもに交通ルールやマナーを守る態度を身につけさせるととも
　に、保護者も子どものお手本となる行動を取りましょう。
○高齢者は、体験・実践型の交通安全教室などに積極的に参加して、交通ルールを再確認すると
　ともに、自分の身体機能の変化を認識し、無理な横断をしないなど安全な行動を心がけましょう。

「子どもと高齢者の交通事故防止」

◆飲酒運転の根絶
　飲酒運転は重大事故に直結する極めて悪質かつ
危険な犯罪です。「飲酒運転は絶対にし
ない、させない、許さない」を徹底し、
飲酒運転を根絶しましょう。二日酔い
での運転もやめましょう。
◆「子どもや高齢者に優しい 3S運動」の推進
○SEE（発見する）
　夕暮れから夜間にかけて、歩行者や自転車の発見
が遅れがちです。速度を落として走行し早めに発見
しましょう。
○SLOW（減速する）
　道路端を歩いたり、自転車に乗っている子供や高
齢者を見かけたら必ず減速し、その動きには細心の
注意を払いましょう。
○STOP（停止する）
　横断中の子どもや高齢者を見かけたら、必ず停止
しましょう。

◆歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（自
　転車については、特に「自転車安全利用五則」
　の周知徹底）
　自転車は軽車両であり、車の仲
間です。交通ルールを守ること
はもちろん、周囲の歩行者などに
気を配って、安全な利用に努めま
しょう。
　飲酒運転、二人乗り、携帯電話の使用、並進は絶
対にやめましょう。
◆後部座席を含めた全ての座席のシートベル
　トとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　後部座席でのシートベルト着用は義務です。車に
乗ったら、「全席全員シートベルト」
を徹底しましょう。
　チャイルドシートは、体格に合っ
たものを正しく着用させ、習慣づ
けるように徹底しましょう。

庁内ネットワーク機器の入替等による休業について
　庁内ネットワーク機器の入替等により、4月から 5月の土日・祝日に、休日窓口業務やホームページ
等が利用できなくなります。なお、インターネットサービスは作業の進捗により、4月 23 日㈰に利用
できる場合があります。

4月 5月
問合せ

22 日㈯ 23 日㈰ 3日㈬ 4日㈭ 5日㈮
業務に関すること
・市民課、城南出張所窓口 × × 休業 休業 休業

市民課☎ 22‒9402
・証明書コンビニ交付、自動交付機 × × × × ×
・中央図書館 ○ ○ ○ ○ ○ 中央図書館☎ 21‒0750
・文書館 ○ ○ ○ ○ ○ 文書館☎ 25‒7222
インターネットサービスに関すること
・小山市公式ホームページ × × ○ ○ ○ 秘書広報課☎ 22‒9353
・図書館ホームページ（Web予約含） × × ○ ○ ○ 中央図書館☎ 21‒0750
・文書館閲覧予約サービス × × ○ ○ ○ 文書館☎ 25‒7222
・小山市役所へのメール × × ○ ○ ○ IT 推進課☎ 22‒9343

問 IT推進課☎ 22‒9343

問生活安心課☎22‒9283

運動の基本

運動の重点
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◎避難情報の名称変更について
　災害時に適切な避難行動が取れるようにするために、避難準備情報等の名称が次のとおり変更となりました。
　　「避難準備情報」　⇒　「避難準備・高齢者等避難開始」
　　「避難指示」　　　⇒　「避難指示（緊急）」　※「避難勧告」については名称の変更はありません
◎緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信について
　鬼怒川流域住民の主体的な避難を促進するため、携帯電話事業者が提供する「緊急速報
メール」のサービスを活用して 5 月 1 日㈪から洪水情報の配信を開始します。
　　対象河川　　鬼怒川、田川放水路
　　配信対象者　配信エリア内の携帯電話ユーザー

〔NTT ドコモ、KDDI・沖縄セルラー、ソフトバンク（ワイモバイル含む）〕

消防本部危機管理課からのお知らせ

配信契機 配信情報
鬼怒川の基準観測所の水位が氾濫危険水位に到達し、氾濫危
険情報が発表された時 河川氾濫のおそれがある情報

鬼怒川の基準観測所の受持区間で河川の水が堤防を越えて流
れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

氾濫が発生した情報（河川の水が堤防を越
えて流れ出ている情報）

鬼怒川の基準観測所の受持区間で堤防が壊れ、河川の水が大
量に溢れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

氾濫が発生した情報（堤防が壊れ河川の水が
大量に溢れ出している情報）

問危機管理課☎ 39‒6661

　昭和 22 年 9 月のカスリーン台風による記録的な大雨で発生した洪水は、明治・
大正・昭和・平成の時代を通じて最大の洪水であり、利根川上流部の本支川では
各所で堤防が決潰し、氾濫が発生しました。特に、埼玉県加須市新川通地先利根
川右岸堤防では、幅約 350 メートルの大決潰が起こり、氾濫流は埼玉県東部地域
を流れ下り、東京都東部地域まで水没させる甚大な被害をもたらしました。
　2017 年はカスリーン台風から 70 年の節目の年であることから、1 月に小山市を含む全 49 市区町で構成
する「利根川上流カスリーン台風 70 年実行委員会　　」が設立され、地域の皆さまに水害の恐ろしさや防災、
避難の重要性を改めて認識していただくことを目的に、効果的な広報・啓発活動を実施していきます。
　本市でも、この悲惨な出来事を通して災害の恐ろしさや治水事業の重要性を再認識するため、9 月 16 日
㈯～ 17 日㈰に道の駅思川小山評定館で記念イベントを開催します。また、市役所ロビーや市立博物館で、
カスリーン台風や平成 27 年 9 月の関東東北豪雨　　の被害状況写真等のパネル展を企画しています。
※ 1実行委員会の詳細は、利根川上流河川事務所HP（http://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/）をご覧ください
※ 2小山市は、関東東北豪雨により大きな被害を受けた「豊穂川流域及び杣井木川流域の排水強化対策」に
　　ついて、多岐にわたる抜本的な排水強化対策を進めています

カスリーン台風による洪水で決潰した堤防
【旧・埼玉県大利根町（現・加須市）】

問建設政策課☎ 22‒93282017年は、
　利根川決潰「カスリーン台風」から70年

（※ 1）

（※ 2）

「おやま広報特派員」
　市にゆかりのある方、市を盛り上げたい方などを対象に、facebook など
の SNSで積極的に小山市を PRしていただける「おやま広報特派員」を募
集します。
活動内容　 自身の SNS で定期的に市のＰＲ情報（イベントの告知や参加した感想、

お勧めスポットやお店など）を投稿
応募資格　下記の①・②・③すべてに該当する方
　　　　　　①市民、市内通勤・通学者、市が好きな方、市を盛り上げたい方など
　　　　　　②現在 facebook などの SNS を個人で定期的に投稿している方
　　　　　　③市のイベントなどに積極的に参加していただける方
募集人数　若干名　任期　1 年
申　込　み　4月28日㈮までに氏名（フリガナ）、住所、年齢、性別、連絡先、職業、応募動機（200 文字程度）、
　　　　　ご自身の facebook などの SNS のアドレスを直接、またはメール（oyamacity@city.oyama.
　　　　　tochigi.jp）、FAX（22-9380）で秘書広報課へ
※書類選考（申込内容）および簡単な面接により選定を行います

第 2期 を募集します 問秘書広報課☎ 22‒9353
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♦駅からハイキング　～思川を歩く開運のサクラめぐり～

受付　4月4日㈫～ 20日㈭10:00 ～正午・おやま本場結城紬クラフト館（各自出発）
内容　小山駅西口から市内の観光スポットと桜の名所をめぐるイベント
主催　JR東日本　協力　小山市、(一社)小山市観光協会

♦ウォーキングイベント　～思川桜のふるさと 春の開運ウォーク～

受付　4月9日㈰10:30 ～ 14:00・本部テント（各自出発。15:00までにゴール）
内容　会場周辺の桜の名所と史跡をめぐる特典つきのまち歩き
特典　①ゴールした方にお楽しみプレゼント
　　　②いいとこ教え隊おやまの歴史ガイドによる名所解説
　　　③おやま開運健康マイレージポイントシールプレゼント

♦鯉のぼり群遊

期間　4月7日㈮～ 5月7日㈰
会場　小山総合公園
問(一社)小山市観光協会
　☎30-4772

日時：4月9日㈰ 10:00 ～ 15:00
会場：小山御殿広場（市役所北側）
　薄紅色が美しい小山市原産の思川桜が咲き誇る中、県内外の
グルメが大集合！ほかにも、特典付のウォーキングなど多彩な
イベントがあります。ぜひお越しください！

～関連イベント～

第 15 回 おやまブランドまつり

◉「ワイワイ広場」
　◆ 7 つのブランド PR コーナー

※当日は車の混雑が予想されますので、
　乗り合いや公共交通機関でお越しください◉「小山評定館」◆ものづくり子ども教室　◆ハンドベル演奏

問商業観光課
　☎22‒9317

◉「小山物語館」◆おやまブランド産品等の特設コーナー

日時：4月29日㈯ 10:00 ～ 15:00 ／会場：道の駅思川
　小山市には、高い技術のもとに生産された農畜産物や工芸品などがたくさん
あります。その中でも、特に優れたものを選定した｢おやまブランド｣を市内外
に向けてＰＲするため、｢第15回おやまブランドまつり｣を開催します。
　おやまブランド創生・発信の拠点である「道の駅思川」を会場に、小山のす
ばらしい特産物を取り揃えてお待ちしていますので、ぜひお越しください！

おやま思川桜グルメまつり
問おやま思川桜グルメまつり事務局
　（商業観光課内）☎22‒9273

●県内外の飲食店によるグルメまつりブース
●ステージイベント（おはやし、よさこい、伝統芸能、ダンスなど）
●渡良瀬遊水地・ふゆみずたんぼ米PR　ほか

渡良瀬遊水地関連パネル展示・ミニよしずづくり

甲冑体験、折り紙体験

ふゆみずたんぼ事業等のパネル展示・販売
ボランティア団体による展示・PR

思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜等のPR
ニュースポーツ体験（ストラックアウト、グラウンドゴルフ）
小山高専によるエコカー等の試乗体験、関東能開大による展示・手こぎミニトレイン試乗体験

　◆おやまブランド店の出店販売　◆本場結城紬の着付け体験　◆グリーンカーテン用の苗の無料配布（予定）
　◆おーバスまつり（おーバス、パトカー、白バイの展示）◆献血・骨髄バンク PR
　◆定住自立圏（下野市・野木町・茨城県結城市）PR　◆おやまブランド認定品総選挙

その2
その3
その4
その5
その6
その7

その1
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◇「10×15の世界コンテスト展」関連ワークショップ
　（要申込み。タイトル等変更の場合あり）
4/22㈯「ワックス・トランスファー」
5/20㈯「ケミカルライトで写真をつくる」
6/10㈯「身近な材料でかんたん版画」
7/22㈯「写真に絵をかこう」
8/19㈯「小麦粉粘土でもりもり作るポストカード」
9/23㈯「切って貼ってオリジナル浮世絵」

10/28㈯「100gのポストカード」
11/18㈯「墨流しでつくるポストカード」
12/ 2㈯「パステルで植物の葉を描こう」
時間：各13:00 ～　会場：間々田市民交流センター
定員：16人　参加費：500円

　人の形をかたどったつくりものを「ヒトガタ」といいます。この展示ではヒトガタの中でも、特に呪術的
な性格をもち、祭祀や年中行事の中で用いられてきたヒトガタに焦点をあて展示します。
　人びとが思いを込める形の一つとして用いられてきたヒトガタが、どのような役割を担い人びとに必要と
されてきたのか、さまざまな事例をとおして紹介します。古代から連綿と続くヒトガタの民間信仰の多様性
とともに、その信仰の背景にある時代を超えた人びとの願いや思いも感じていただければと思います。

「ヒトガタ～はらう・ねがう・のろう～」
博物館第68回企画展

会　期　4月29日㈯～ 7月2日㈰

開催時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休　館　日　毎週月曜日（祝祭日を除く）、毎月第４金曜日（館内整理日）、祝日（振替休日は除く）の翌日
入　館　料　大人200円（100円）、高・大学生100円（50円）、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金
～関連事業～
◆記念講演会
　定員：各50人程度（先着）　会場：博物館視聴覚室
　申込み：4/11㈫から博物館へ電話
　①「ヒトガタと人形（にんぎょう）の民俗」
　日時：5/14㈰13:30 ～ 15:00　講師：武蔵野美術大学教授　神野　善治氏
　②「平城京のヒトガタと祭祀遺物たち」
　日時：6/10㈯13:30 ～ 15:00　講師：奈良文化財研究所　アソシエイトフェロー　浦　蓉子氏
◇担当学芸員展示解説　予約不要。当日博物館企画展示室に集合（入館料必要）
　日時：5/20㈯、6/18㈰13:30 ～

　時代の「音」、「声」をテーマにした展覧会です。小山市出身の五月女哲平、
大和田俊といった現代美術作家による新作のほか、乙女中学校の合唱コンクー
ルの映像など多様な表現を展示します。

「裏声で歌へ」展車屋美術館企画展

会　期　4月8日㈯～ 6月18日㈰

■オープニングセレモニー＆ギャラリートーク
　日時：4/8㈯14:00 ～　会場：車屋美術館美術展示室
■寄贈作品「齊藤鷗舟作襖絵」のお披露目会（無料）
　期日：5/4㈭・5㈮　会場：小川家住宅
■スタディプログラム（要申込み）
　①「ポジャギのカケラをつくろう」
　日時：4/14㈮・15㈯13:00 ～
　②「陶磁器の修理についてー金継ぎと共

と も い ろ

色直しー」
　日時：5/28㈰13:00 ～

あの感動をもう一度！

開催時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）休　館　日　毎週月曜日および4/28㈮、5/26㈮
入　館　料　一般400円（300円）、高・大学生250円（150円）、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金

申込み・問
博物館☎45‒5331

申込み・問　車屋美術館
〒329‒0214 小山市乙女3‒10‒34
☎41‒0968　　d-kurumaya@city.oyama.tochigi.jp

◇平成29年度 車屋美術館ボランティア新会員募集
　小川家住宅の観覧者に対する案内や広報補助活動など、当館のボランティアをやってみませんか？
募集期間：4/1㈯～ 5/14㈰　定員：20人
応募方法：申込用紙に必要事項を記入し、当館に直接または郵送　※申込用紙は当館に請求してください

◇市民ギャラリー　※詳細はお問合せください
前期：11/30㈭～ 12/17㈰ 後期：H30.1/18㈭～ 2/4㈰

◀冬至祭りのお姿（小山市網戸　権兵衛稲荷神社）

▶胸に鉄釘がささった
ヒトガタ〔複製〕（平城
宮跡出土　国立歴史民
俗博物館蔵・原品：奈
良文化財研究所蔵）

▲友引人形（吉徳これくしょん蔵）

◀ヒトガタ（下野
国府跡出土　栃木
県教育委員会蔵）

●おやまミュージアム割引をスタートします！各館の半券で大人 100 円、高・大学生 50円割引します。
●２館共通無料公開日：5/4 ㈭（みどりの日）・5 ㈮（こどもの日）・18 ㈭（国際博物館の日）6/10 ㈯・11 ㈰・15 ㈭（県民の日関連）



●軽自動車（四輪以上および三輪）のグリーン化特例（軽課）【平成 29年度のみ】
　平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までに新規登録された排気ガスや燃費の性能に優れた環境負荷の小さな車両
に対して適用されます。

車種区分 平成 29 年度の税額
①旧標準税額 ②標準税額 ③重課税額

四輪
以上

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貸物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

●軽自動車（四輪以上および三輪）

※新規登録された年月により、①旧標準税額 ②標準税額 ③重課
　税額のいずれかが適応されます
①平成 27 年 3 月 31 日以前に新規登録された車両で、初めて車
　両番号の指定を受けた月から 13 年目までの車両
②平成 27 年 4 月 1 日以降に新規登録された車両で、初めて車
　両番号の指定を受けた月から 13 年目までの車両
③新規登録から 13 年を経過した車両（平成 29 年度は新規登録の
　初度検査年月が平成 16 年３月までの車両です）

区分 標準税額 軽課税額
軽減率 － 標準税額の概ね 75％軽減 標準税額の概ね 50％軽減 標準税額の概ね 25％軽減

軽課税率の対象 －
電気自動車・

天然ガス自動車

・乗用 : 平成 32 年度燃費
　基準 +20％達成車
・貨物 : 平成 27 年度燃費
　基準 +35％達成車

・乗用 : 平成 32 年度燃費
　基準達成車
・貨物 : 平成 27 年度燃費
　基準 +15％達成車

四輪
以上

乗用
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

車種区分 税額

原動機付自転車
（原付バイク）

50㏄以下 2,000 円
50㏄超～ 90㏄以下 2,000 円
90㏄超～ 125㏄以下 2,400 円
ミニカー（50㏄以下） 3,700 円

二輪の軽自動車 125㏄超～ 250㏄以下 3,600 円
被けん引車 被けん引車（ボートトレーラー等） 3,600 円
二輪の小型自動車 250㏄超 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,400 円
特殊作業用 5,900 円

※上記車種については、登録年月や環境負荷に関わらず、　
　平成 28 年度から上記の税額に変更となりました 

●原付バイク（125㏄以下）・二輪車（125㏄超）・小型特殊自動車等

※天然ガス自動車は、平成 21 年排出ガス規制に適合し、かつ平成 21 年排出ガス基準値より 10％以上窒素酸化物の排出量が
　少ない車両に限ります
※ガソリン車、ハイブリッド車は、平成 17 年排出ガス規制に適合し、かつ平成 17 年排出ガス基準値より 75％以上窒素酸化
　物等の排出量が少ない車両に限ります

平成 29 年度軽自動車税
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※市県民税の年税額のうち給与所得に対してかかる税額は、公的年金からの特別徴収の対象となりません。
　なお、公的年金等から特別徴収されない税額は、普通徴収（納付書または口座振替）で納めていただきます

市県民税の公的年金からの特別徴収
問市民税課
☎22–9424

65 歳を迎えると、市県民税が公的年金から特別徴収（差引き）になります。

平成 29 年度

問資産税課
☎22–9432

納入方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収
徴収月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 H30.2 月

税額 平成 28 年分の年税額の 2 分の 1 に相当
する額を 4 月から 3 回に分けて差引き

年税額から仮徴収分を引いた額
を 10 月から 3 回に分けて差引き

▪平成 28年度から引き続き、差引きになる方

納入方法 普通徴収
（納付書または口座振替）

年金からの特別徴収
（差引き）

納期限・
徴収月

6 月 30 日㈮
（第 1 期）

8 月 31 日㈭
（第 2 期） 10 月 12 月 H30.2 月

税額 年税額の半分を 2 回に分けて納
付書または口座振替で納付

年税額の残り半分を 10 月から
3 回に分けて差引き

▪平成 29年 4月 1日現在 65 歳の方と前年度途中で年金差引きが止まった方

【特別徴収の方法】【対象者】
　平成 29 年 4 月 1 日（基準日）現
在 65 歳以上で、老齢・退職年金を
受給し、①・②のいずれかに該当す
る方
①収入が公的年金のみで、平成 28
　年中に受給した公的年金収入の合
　計が、148 万円を超えている方
②公的年金のほかに収入があり、平
　成 28 年中に受給した公的年金所得
　に対して市県民税が課税される方
⇒対象の方には、6月中に「市民税・
　県民税　納税通知書」が郵送され
　ます

地方税法の一部改正により平成 28 年度から
軽自動車税の税額が変更になりました。
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◆税金は期限内に納めましょう◆
○税金は皆さんの生活を支えています○
　皆さんが納めた税金は生活に必要な事業（警察や消防、教育、福祉など）を支えています。納税しない人が増えると、
これらの事業が行えなくなり、市民の皆さんが快適な生活を送れなくなってしまいます。
○小山市では財産の差し押さえを強化します○
　納期限を過ぎても、税金を滞納したままにすると、延滞金が発生します。それでも納付がない方には、督促状が発送さ
れます。督促状が発送されても納付がない場合は、差し押さえをしなければなりません。これは法律で決められており、
未納の金額の大小や納期限から遅れている期間は関係ありません。
　＜差押処分＞
　　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差し押さえを行います。
　　差し押さえ後も納付されない場合、差押財産の公売・取立を行います。
　＜よくある質問＞
　　Q．住宅ローンや借金があって払えない！
　　A．税金は皆さんに平等に負担してもらうものであり、個人的な借金は税金を払え
　　　ない理由にはなりません。税の公平性から財産調査のうえ、差し押さえとなります。
○納税相談を行っています○
　病気や交通事故、災害などにあい、納期限内に納めることが難しい場合は、納税相談を
受付けています。滞納をそのまま放置せず、早めに相談してください。

▲自動車の差し押さえ
（タイヤロックの様子）

・納税課平日延長窓口　月曜～木曜日の 17時 15分～ 19時（金曜日は開設していません）
 ・日曜納税相談窓口　毎月（7月を除く）、最終日曜日の 8時 30分～ 17時 15分

文化芸術振興活動事業助成金
　自主的で創造的な「小山らしい」
特色ある文化芸術振興のため、市
民の様ざまな文化芸術活動や若手
芸術家の育成などに対し、文化芸
術振興基金から経費の一部を助成
します。
募集期間　4 月 1日㈯～ 5月 31日㈬
【土日 ･祝日を除く平日 8:30 ～ 17:00】
申請方法　指定の申請書および添付書類を募集期間に文化振興課へ提出
※募集案内および申請書は、文化振興課・各出張所にあります。また、市ホームページからダウンロードできます

助成対象事業 対象 助成内容
文化芸術の創造または
普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出

身者または市内で活動する各種市民
団体等

助成対象経費の
３分の２以内地域文化財等の保存ま

たは活用に関する事業

文化芸術を担う人材を
育成または文化芸術を
奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出
身の若手芸術家で、将来市の文化芸
術発展に寄与できるもの

限度額 200万円
※年間 1人。該当
者なしの場合あり

問文化振興課☎22–9662

市民活動推進事業補助金のお知らせ
１.補助対象団体（次の全てに該当する団体）　①5人以上で組織された団体であること　②主たる活動の範囲が小山市内で
　あること（ただし、災害時の被災地支援活動等により、市外での活動が止むを得ない場合や、市の市民活動を広くPRで
　きるような活動等、認められた場合を除く）　③政治、宗教、営利的活動を団体の目的としていないこと　④公共的、公
　益的活動を行っている団体であること　⑤補助金の交付対象となった事業に意欲を持って取組む団体であること　等
2.補助対象事業（次の全てに該当する事業）　①地域活性化や社会貢献を目的とした事業または公共性、公益性を有する
　事業　②他の補助金等を受けていない事業　③新規事業、既存事業を拡充して行う事業または概ね3年以上継続して実
　施している事業　※同一事業において補助金の申請ができる期間は3年までとする
3.補助金の額　事業の実施に必要と認められる補助対象経費の実支出額の合計に、以下の表に掲げる割合を乗じた額で、
　支給限度額は10万円(千円未満切捨）とする。

区分
補助年数

1年目 2年目 3年目
新規事業 100分の100 100分の50 100分の30
既存事業を拡充して行う事業

100分の80 100分の50 100分の30
継続事業

4.申請方法　必要書類を申請期間（5月1日㈪～ 31日㈬、平日8:30 ～ 17:00）に市民生活課へ持参
　【必要書類】申請書、事業計画書、予算書、団体名簿、活動内容が分かるもの、その他必要と認めたもの（団体規約や
　総会資料等）※募集要項、申請書は市ホームページからダウンロードできます。事業内容を説明できる方が必要書類
　を持参してください。プレゼンテーションによる審査会により交付を決定します

問市民生活課☎22–9248

◆補助金の詳細、
　申請の相談は
　市民生活課へ!!

事業の選定　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術振興活動事業
選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※選定時では、分野、実施内容、実施体制、将来性および予算等を総合的に勘案します

問納税課☎22–9444 ～ 9447
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医療機関に支払う医療費は、ちょっとした心がけで節約することができます。上手に受診して医療費の
無駄を減らしましょう。

4月からの新生活に向けて
国民健康保険からのお知らせ

こんなとき 手続きに必要なもの
国保に
「加入」
するとき

転入したとき 前住所地の転出証明書

会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
「脱退」
するとき

転出するとき 国民健康保険証

会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証、会社等の健康保険証
（どちらも該当者全員分）

今すぐできる医療費節約方法

問国保年金課☎22‒9414・9415

国民健康保険への加入・脱退には届け出が必要です
※手続きは、市役
所市民課または最
寄りの出張所にて
お願いします。い
ずれの手続きにも
印かんと本人確認
書類、マイナンバー
が分かるものが必
要です

★就職等により、他の健康保険に加入された方
○社会保険に加入し保険証が交付される前に医療機関等を受診する場合は、事前に会社や医療機関に相
　談してから受診するなどして、国民健康保険証は使用しないでください。
○社会保険証が交付されたら、交付された社会保険証と国民健康保険証を持って市役所や最寄りの出張
　所等で、国民健康保険脱退の手続きを行ってください。また月の途中であっても、早めに医療機関に
　も健康保険が変わった旨の連絡をしてください。
○他の健康保険に加入している期間に、国民健康保険証を使って医療機関等を受診すると、後で国民健
　康保険が負担した分の医療費の返還をお願いすることがありますので、必ず14日以内に届け出をしま
　しょう。

★退職等により、国民健康保険加入の手続きをされる方
○４月の窓口は非常に込み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」（職場の保
　険をやめた日付がわかるもの）を必ずお持ちください。

★就学のため一時的に他市区町村へ転出する学生の方（マル学）
○小山市国保に加入するお子さんが、就学のため一時的に他市区町村に転出した場合の特例として、手
　続きをとることによって、小山市国保から保険証を交付することができます（マル学制度）。手続きの
　際には、「在学証明書」が必要になります。
 ※マル学該当だった方が、卒業により学生でなくなった場合はマル学喪失の手続きが必要です

ご注意ください!!

医療費の節約にご協力をお願いいたします！

◯かかりつけ医をもちましょう。
◯ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しましょう。
◯毎年健診（40歳から74歳の方は特定健診）を受けて健康管理に役立てましょう。
◯生活習慣を見直し、「栄養・運動・休養」をバランスよくとりましょう。
◯「おくすり手帳」を使って、薬の飲み合わせや重複をチェックし、健康管理に役立てましょう。
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問国保年金課☎ 22 ‒9418
健康増進課☎ 22‒9522

　「今は元気だから」「必要なら病院へ行くし」などと、自分には関係ないと思って
しまいがちな健診。しかし、それは大きな誤解です。健診は自身の健康状態を知っ
て生活習慣の改善につなげるよいチャンスです。ぜひ、年に一度健診を受けましょう。

■集団健診■
受診場所　　保健・福祉センター、健康医療介護
　　　　　　総合支援センター、公民館など
自己負担額　1,000 円
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

受診方法　事前申込みが必要です。申込み専用ハ
ガキ ※ でお申込みください。お申込みいただいた
方のみ、問診票を郵送します。
※ 本紙 3 月号と同時配布の「平成 29 年度健康の
　 しおり」に折込みで入っています
健診結果　約1カ月半後に結果をお返しします。 

●基本健診は集団健診または個別健診で受診できます。

受診方法　受診券が届いてから、市内指定医療機
関にご自身で予約したうえで受診してください。

■個別健診■
受診場所　　市内指定の 72 医療機関
　　　　　　（「平成 29 年度健康のしおり」参照）
自己負担額　1,500 円
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

健診結果　受診医療機関でお受け取りください。

検査項目　問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等
対 象 者　・40 歳以上の小山市国民健康保険加入者（特定健診）
　　　　　・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
　　　　　・40 歳以上の生活保護受給者（一般健康診査）　　　
　　　　　※ 上記以外の方は加入する医療保険者（社会保険）が実施します。
　　　　　　受診方法等の詳細は、加入する医療保険者にお問い合わせください

基
本
健
診

詳細は、本紙3月号と同時配布の「平成29年度健康のしおり」をご覧ください！

　検診項目　胃・肺・大腸・前立腺（50 歳以上の男性）・女性（子宮・乳）がん
　対象者　　勤務先や人間ドック等で受診機会のない方
　受診方法　事前申込みが必要です。申込み専用ハガキ※でお申込みください。
　※ 本紙 3 月号と同時配布の「平成 29 年度健康のしおり」に折込みで入っています

が
ん
検
診

特定健診・がん検診のお知らせ

年に一度は健康チェック！！

◆基本健診を受診の40 ～ 74歳の小山市国民健康保険加入者で、生活習慣病のリスクの高い方には特定
　健康保健指導のご案内を送付します。

誕生月 12･1･2 月 3･4･5 月 6･7･8 月 9･10･11 月
受診券等発送 4 月中旬 6 月中旬 8 月中旬 10 月中旬

健診受診月 5 ～ 6 月 7 ～ 8 月 9 ～ 10 月 11 ～ 12 月

【65歳以上・市民税非課税世帯の方（要申出）は無料】

●集団健診ではがん検診も一緒に受診できます。
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①特別児童扶養手当（所得制限有）
　▪受給資格　20歳未満の障がい児を監護する父母、
またはその養育者
　※障がい児･･･身体障がいの程度がおおむね3級以上
　か療育手帳A1、A2、B1に該当している方
　支給額（月額）：1級51,450円、2級34,270円
②重度心身障がい児介護手当 
　▪受給資格　20歳未満で次の状態にある障がい児を
　扶養している保護者
　①身体障がいの程度が2級以上、かつ身体障害者手帳を所持
　②知的障がいの程度がA1、A2
　支給額（月額）：5,000円
③障害児福祉手当（所得制限有）
　▪受給資格　20歳未満で精神または身体に著しい重度の
　障がいがあり、日常生活で常時介護が必要な状態の方
　支給額（月額）：14,580円

④特別障害者手当（所得制限有）
　▪受給資格　20歳以上で精神や身体に重度の障がい
　が重複しており、日常生活で常時特別介護が必要な方
　支給額（月額）：26,810円　
⑤難病等福祉手当
　▪受給資格　栃木県知事から指定難病特定医療費受
　給者証、一般特定疾患医療受給者証、小児慢性特定
　疾病医療受給者証のいずれかを交付されている方
　支給額（年額）：12,000円
⑥重度心身障がい者の医療費助成
　▪助成対象
　①身体障がいの程度が2級以上で、身体障害者手帳を所持
　②知的障がいの程度がA1、A2で療育手帳を所持
　③知的障がいの程度がB1で療育手帳を所持しており、か
つ身体障がいの程度が4級以上で身体障害者手帳を所持

　内容：保険適用診療分の自己負担額を助成

問福祉課☎22–9624

お子さんを養育する方へ
　満）までの児童を監護している母、監護し、かつ生計
　を同じくしている父、または父母に代わる養育者等
　支給額（月額）：9,980円～ 42,290円
　※本人および同居の家族の所得により支給月額が0
　円となる場合があります
　※第2子、第3子以降はそれぞれ加算があります
○遺児手当（所得制限あり）
　▪受給資格　父母の一方または両方が死亡した義務
　教育修了前の児童を監護する父母、または父母以外
　で養育している方
　支給額（月額）：児童1人につき3,000円

○児童手当
　▪受給資格 中学校修了前までの国内居住の児童を養
　育している方（所得により特例給付あり）
　支給額（月額）：3歳未満　15,000円
　　   　3歳～小学校修了前（第1･2子）10,000円
   　 　　　　　　（第3子～）15,000円
   　中学生    10,000円
   　特例給付   5,000円
○児童扶養手当（所得制限あり）
　▪受給資格　離別等により母子・父子家庭等であり、
　18歳到達後最初の3月31日（政令で定める場合20歳未

　　

福祉手当について～障がい者（児）の方へ～

問子育て包括支援課☎22–9634

　消費税率の引上げ(5%→8%)の影響を緩和するため、所得の低い方々に対して、制度的な対応を行うまでの
臨時的な措置として臨時福祉給付金(経済対策分)が支給されます。
▪支 給 対 象　下記の要件を満たす方

▪支 給 額　1人あたり15,000円
▪受 付 期 間　4月24日㈪～ 7月31日㈪（消印有効）
▪申 請 方 法　4月下旬に支給対象と思われる方宛に「非課税のお知らせ」に同封した申請書を郵送しますので、
必要事項を記入のうえ、返信用封筒で申請してください。なお、市県民税の申告をしていない等の理由により申
請書が郵送されなかった場合でも、平成28年度市県民税が課税されない所得の方(市県民税課税者の扶養になっ
ている方や生活保護等を受給している方を除く)については給付金支給の対象となります。該当する方は本人確
認できるものと印かん(認印可)、本人名義の通帳を持参のうえ、受付窓口で申請をしてください。
▪受 付 窓 口　保健・福祉センター 1階

※他の手当を受給している場合や、児童の状況によって受給できない場合があります
※①～④は申請翌月分、⑤は申請翌年度分から支給対象となります

臨時福祉給付金支給のお知らせ

(1)平成28年1月1日の基準日において、小山市の住民基本台帳に登録されている方
(2)平成28年度市民税が非課税の方
(3)自身を扶養する親族等も平成28年度市民税が非課税の方
※生活保護や中国残留邦人支援給付金等の受給者は支給対象者から除きます

問福祉課☎22–9851
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～狂犬病予防法により、犬の登録（生後 91 日以上）と
　　　年１回の狂犬病予防注射を受けなければなりません～

【費用】◆新規登録手数料 3,000 円 ( 犬の生涯に１回のみ）
◆注射料 3,500 円（１頭につき）

【補助金額】牝犬 5,000 円／牝猫 4,000 円※１世帯につき１頭のみ

期日 時　間 場　所

5/13
㈯

9:20～ 9:40 神久保公園（神鳥谷 2丁目）
9:30～ 9:50 寒川公民館
10:00～10:20 ひまわり公園（花垣町 1丁目）
10:10～10:30 中公民館
10:40～11:20 城東公園
10:50～11:10 穂積公民館
12:40～13:40 羽川公民館（橿原神社境内）
13:00～13:40 豊田公民館

5/14
㈰

9:20～ 9:40 農協粟宮農協倉庫
9:30～ 9:50 生井公民館
10:10～11:20 間々田・桑市民交流センター
12:50～14:00 城南市民交流センター、小山東出張所

5/20
㈯

9:30～10:40 絹公民館、大谷公民館
11:00～11:20 鉢形中央公民館、東野田東集落センター
12:50～14:00 小山市役所、美しが丘公園

◆既に登録している方　予防注射のみです。送付された「お
知らせハガキ」にご記入のうえ持参ください。
◆未登録または新たに飼った方　登録と予防注射の両方を受
けてください。
◆都合のつかない方・個別注射の方　「お知らせハガキ」を
持参し、最寄の動物病院で受けてください。診察日・料金は、
直接動物病院へ確認してください。
◆市外から転入された方　他市町村で登録がある場合、環境
課（市役所本庁舎2階）窓口で小山市鑑札と交換してください。
◆犬の死亡、飼い主の変更（譲渡）、転居（市内）の場合
「お知らせハガキ」に必要事項（死亡日、変更事項等）を記入し、
環境課、公民館、会場のいずれかへ届けてください。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射

犬猫の避妊手術費補助金

◆補助対象条件（下記の①～⑥すべてに該当）
　①市内に居住し、住民登録があり、牝犬または牝猫を飼っている
　③牝犬の場合、登録と平成 29年度の狂犬病予防注射を受けている　　
　⑤飼主と同居する家族全員（同一世帯）が市税等を完納している

◆手続方法
　①申請書兼請求書の欄に実施獣医師の証明を受ける
　　申請書を備えていない動物病院もありますので、事前に病院に確認してください。病院に申請書が備えられ
　　ていない場合は、市役所環境課で申請書を配布します。
　②申請書に必要事項を記入後、H30.4/27 ㈮までに申請書と領収書写しを添付して市役所環境課へ持参
　　持参できない場合は、郵送で提出してください。（H30.4/27 ㈮必着）
　　※申請人名義の口座を記入。補助金には限りがありますので、年度内で受付を終了する場合があります

◆留意点　事故防止のため、犬を拘束出来ない飼い主の方は最寄の動物病院で受けてください。首輪がはずれ犬
が逃亡したり、犬同士がかみ合うなどのトラブルがあります。首輪をしっかりつけ、引き綱を短く持ってください。

　＜あなたの犬や猫が近所に好かれるために＞　小山市環境美化条例が制定されています
　○ふんはトイレに流すか、燃えるごみとして処理しましょう　○猫は専用のトイレを用意し、しつけましょう
　○におい・鳴き声が近所迷惑にならないようにしましょう　　○犬は散歩中も、常に引き綱をしましょう
　○餌だけを無責任に与えず、正しく飼いましょう　○必要のない繁殖はさせず、避妊・去勢手術をしましょう
　※犬や猫の飼い方については、栃木県動物愛護指導センター（☎ 028-684-5458）にご相談ください	 	

②獣医師により避妊手術を行った
④販売を目的として犬・猫を飼っていない
⑥手術日がH29.4/1 ㈯～ H30.3/31 ㈯

保育士等再就職支援研修受講者募集
　保育士資格をお持ちで、現在保育士等の職に就いていない方を対象に、再就職を支援する研修を開催します。
　　＊講話や実習を通じて、子どもとのかかわり方を思い出しましょう。　　　　
　　＊保育士として再就職できるように支援します。
　　＊この機会にもう一度保育の現場へ。かわいい子ども達が待っています。

期　日 時　間 内　容
5/23 ㈫

10:00
　　～正午

救急救命の実践について
5/24 ㈬ 保育施設の現状と課題
5/25 ㈭ 保育施設や職場のコミュニケーション
5/29 ㈪ 10:00

　～ 13:00 保育実習5/30 ㈫

◆会　場　【講話】保健・福祉センター 3階大会議室　
　　　　　【実習】市立やはた保育所
◆対　象　保育士資格を有する方　各回20人
　　　　　幼稚園・小学校・養護教諭の普通免許を有する方
◆申込み　5/12㈮までに住所・氏名・電話番号・年齢・
　　　　　託児希望の有無（有の場合は子どもの氏名と年
　　　　　齢）を電話またはFAXで子ども課へ申込み

問こども課☎22–9649
ＦＡＸ22–9670

問環境課☎22–9284
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園名･所在地･
連絡先 事業内容・日程

早
さわらび

蕨幼稚園
城山町2︲4︲21
☎22︲0093

★親子教室	※日程は要問合せ
★園庭開放	毎週金曜日
★参加行事	夕涼み会	8月　運動会	10月
　　　　　 クリスマス会	12月
　　　　　	おもちつき	1月

認定間々田
こども園
乙女3︲1︲6
☎45︲0223

★子育て相談《育児や健康管理等》
　年間を通して実施
★高齢者との交流　★お楽しみ会 7/22㈯
★未就園児教室（ハーモニーキッズ） 6月～
★学童保育　★園庭開放

静林幼稚園
喜沢199
☎22︲1792

★ピノキオ教室[未就園児親子教室]
　親子体操、手遊び、うた、お話し、じゃがい
も掘り、お祭りごっこ、運動会ごっこ、さつ
まいもほり、クリスマス会、集合ゲームなど
　4/28㈮、5/26㈮、6/23㈮、7/7㈮、
　8/25㈮、10/20㈮、12/8㈮、H30.2/23㈮
★園庭解放　★学童保育

せいほう幼稚園
中久喜1221︲1
☎22︲3618

★アンバサダーキッズ 未就園児親子教室（英語）
★かんがるーくらぶ	未就園児親子教室（日本語）
★どんぐりクラブ	未就園児教室
　対象　2、3歳児　※日程は要問合せ
★園庭開放	毎週水曜日　★学童保育	
★子育て相談

認定こども園
梅ヶ原幼稚園
城東5︲11︲20
☎25︲3333

★親子体操教室
　5/17㈬、6/21㈬、7/5㈬、8/23㈬、
　9/13㈬、	11/1㈬
★運動会		10/7㈯
★学童保育　★園庭開放

ことぶき幼稚園
小薬307
☎37︲0081

★夕涼み会　★運動会
★高齢者との交流会　★園庭開放	放課後
★学童保育　★子育て相談 随時

認定こども園
みのり幼稚園
萩島56
☎38︲2027

★ひよこクラブ[親子教室]
　園庭開放　4/25㈫、5/16㈫、6/6㈫、
　7/4㈫、8/31㈭、10/17㈫、11/14㈫、	
　12/12㈫、H30.	2/13㈫
　夕涼み会 ７月　運動会 10月　作品展 2月
★子育て相談	随時　★学童保育
★高齢者との交流

ひまわり幼稚園
横倉新田287︲2
☎27︲0441

★ひまわりキッズ[親子教室]
　5/19㈮、7/7㈮、10/13㈮、12/20㈬、
　H30.1/12㈮・19㈮、H30.2/16㈮
★夏祭り 7/15㈯　★ひまわり学園祭 11/5㈰
★園庭開放 
　5/26㈮、6/23㈮、7/14㈮、9/8(㈮、10/20㈮、
11/24㈮、H30.3/9㈮・26㈪～ 30㈮

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3︲14︲2
☎23︲6870

★のびのび体験クラス[親子教室]
　5/23㈫、6/13㈫、7/11㈫、8/30㈬、9/12㈫、
10/24㈫、12/19㈫、H30.1/16㈫、H30.2/13㈫

★なかよしひろば[園庭開放]
　5/25㈭、6/7㈬・20㈫、7/1㈯、8/4㈮・28㈪、
9/9㈯、10/20㈮、11/2㈭、H30.1/23㈫、
H30.2/9㈮・24㈯、H30.3/7㈬

認定こども園
小山幼稚園
東城南5︲23︲7
☎27︲3534

★すずらんクラブ[親子教室]
　毎月1回金曜日10:30 ～ 11:30
★子育て相談	随時　★学童保育
★作品展　★小幼祭		12/2㈯
★園庭開放
　4/25㈫、5/30㈫、6/20㈫、7/4㈫、8/8㈫、
　8/22㈫、9/5㈫、10/17㈫、11/14㈫、
　12/12㈫、H30.1/16㈫、H30.2/20㈫

幼稚園・認定こども園 子育て支援事業

園名･所在地･
連絡先 事業内容・日程

乙女幼稚園
乙女2︲30︲22
☎45︲0740

★ピヨちゃんクラブ[親子教室]
　毎月第3･4火曜日
★親子観劇会　★いもほり　★夕涼み会　
★ミニ運動会　★絵本の日　★クリスマス会
★2歳からの楽しい感性あそび 毎月1回
★子育てママのブックレット 定期発行

羽川幼稚園
羽川190︲7
☎25︲4794

★親子教室《おともだちと一緒に楽しい体験》
　4/14㈮、5/8㈪、6/9㈮、7/14㈮、8/9㈬、
　9/4㈪、10/23㈪、11/20㈪、12/9㈯、
　H30.1/22㈪、H30.2/23㈮
★園庭開放 平日17:00まで
★みんなであそぼうよ	7月
★夕涼会 8月　★作品展	11月　★学童保育

栗の実幼稚園
神鳥谷1︲5︲11
☎25︲6906

★ちびっこクラブ[親子教室]
　《親子体操、制作遊び等》毎月水曜日1～ 2回
★サマースクール 8月　★運動会	10月
★観劇会　★園庭開放	11月～（水･金曜日）
★学童保育　★子育て相談	随時

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38︲2636

★おひさまクラブ《2歳児支援》
　月･木コース、水コース
★FUN FUN KIDS《親子イベント》
　月1回程度火曜日
★ママといっしょに《おもちゃライブラリー ･園
　庭開放》金曜日10:00 ～正午

認定とまと
こども園
下泉488︲3
☎38︲3121

★ぴよぴよクラブ[親子教室]
　4/21㈮、5/19㈮、6/9㈮、7/7㈮、8/18㈮、
　9/8㈮、10/13㈮、11/10㈮、12/8㈮、
　H30.1/12㈮、H30.2/2㈮、H30.3/2㈮、
★子育て相談	随時　★学童保育
★園庭開放	放課後

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37︲7320

★なかよしクラブ[親子教室]
　4/20㈭、5/18㈭、6/29㈭、9/21㈭、
　10/19㈭、11/24㈮、12/14㈭、H30.1/18㈭、
　H30.2/10㈯、H30.3/22㈭
★発表会 H30.2/10㈯ 

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49︲2471

★親子教室《体操、制作、遊び、おはなし等》
　5/26㈮、6/30㈮、7/7㈮・15㈯、10/7㈯、
11/6㈮、12/2㈯、H30.2/2㈮、H30.3/2㈮

★園庭開放	月～金曜日の放課後
★子育て相談	随時　★高齢者との交流

認定おおや
こども園
東野田2130︲1
☎28︲0080

★ひよこ教室[親子教室]	10:00 ～ 11:00
　5/23㈫、6/13㈫、7/4㈫、9/5㈫、10/17㈫、
　11/14㈫、12/12㈫、H30 . 1 / 23㈫、			
H30.2/20㈫

★夕涼み会 7/22㈯　★子育て相談	随時
★運動会 10/7㈯　★園庭開放　★学童保育　
★お遊戯会 12/2㈯　★高齢者との交流

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679︲3
☎0282︲67︲3038

★なかよしランド[未就園児親子教室]
　5月より月1回実施
★夕涼み会 8月　★運動会 10月　
★さつま芋掘り	10月　★作品展 12月
★発表会	2月　★子育て相談	随時
★園庭開放　★学童保育　★高齢者との交流

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問合せください

★ ★

★
★

★

問こども課☎22–9614

★★

★★★
★★

★★
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　開運おやま健康マイレージは、16歳以上で小山市に住所を有する
方なら、誰でも参加できます。実施期間は4月1日㈯～平成30年2月
28日㈬です。開運おやま健康マイレージに参加して、楽しく健康づ
くり・生きがいづくりに取り組みましょう。

あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

開運おやま　健康マイレージ

◆ものづくり人材育成事業助成金【限度額 20万円 /年度】
　知識や技術習得のための研修に従業員を派遣した場合、研修を開催した場合、対象経費の 1/2 以内の額を助成
◆ ISO認証取得支援事業補助金【限度額 150 万円】
　ISO9000s または ISO14000s の取得に対し、審査登録料およびコンサルタント料の合計額の 30%以内を助成
◆産業財産権取得支援事業補助金【限度額 40万円】
　特許権等の産業財産権の取得に対し、出願料や弁理士手数料等の費用の 50%以内を助成
◆新製品新技術研究開発事業補助金【最高 200 万円】※今年度の募集は広報や市ホームページで告知
　新製品、新技術、販路拡大の研究開発を行う際の経費の 1/3 以内を補助
◆中小企業販路開拓事業助成金【限度額 30万円（国内）・50 万円（国外）】
　展示会等に出展した際の出展料、展示装飾費等の合計額の 1/3 以内の額を助成
◆雇用促進奨励金【限度額 100 万円 /年度】
　公共職業安定所の紹介で市内在住の15歳以上65歳未満の求職者を6カ月以上常用雇用した市内事業所に対し、
　被雇用者１人につき 20万円の奨励金を交付
◆トライアル雇用奨励金【限度額 12万円】
　国のトライアル雇用奨励金を得て、市内在住者を雇い入れた市内事業所に対し、被雇用者につき3カ月を限度に、
　1カ月あたり 4万円の奨励金を交付
◆求職者技能向上教育訓練奨励金【限度額 15万円】
　厚生労働大臣が規定する教育訓練を修了し、公共職業安定所で登録のある市内在住求職者に対し、訓練受講時に支
　払った入学料等の 50％の奨励金を交付

中小企業支援・雇用促進支援施策のご案内
※詳しい要件や申請期間等については市ホームページをご覧いただくか、担当課までお問い合わせください

10ポイント集める
と、コースを選ん
で応募できます！

応募しよう！3

①健診・検診の受診
②対象事業に参加
③ウォーキングで
　ポイントを集めます。

ポイントを
集めよう！2

健康増進課（保健・
福祉センター 3階）ま
たは市内各出張所で
手に入れられます。

パンフレットを
手に入れよう！1

問健康増進課
☎22–9532

※詳しくは、健康増進課または各出張所にある
　健康マイレージのパンフレットをご覧ください

問工業振興課☎22–9399

参加方法は、3つのステップでとても簡単です。
Ⓣ
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講座名 期日・内容 時間 定員 受講料

教
養
大
学

歌舞伎入門講座
～歌舞伎を学ぶ・楽しむ・
観る～

①5/20㈯歌舞伎はどんな芸術？ ②6/10㈯主
な作者と作品 ③7/8㈯国立劇場・歌舞伎鑑賞会 
④7/15㈯歌舞伎の舞台裏

14:00 ～ 16:00 40人 6,000 円

世界遺産
～人類共通の宝物～

①6/3㈯世界遺産の基礎知識 ②6/17㈯世界遺
産最新情報 ③6/24㈯危機的状況にある世界遺
産 ④7/16㈰世界遺産の旅の楽しみ方

10:00 ～ 12:00 40人 1,500 円

近代美術鑑賞講座
「近代美術の巨匠たち」

①5/14㈰印象派からの脱却～後期印象派の登
場 ②6/4㈰色彩の表現力 ③6/18㈰形態と構成
の革命 ④7/2㈰野外学習（埼玉県立近代美術館）

13:30 ～ 15:30
④のみ
13:00 ～ 16:00

50人 2,000 円

市
民
講
座

自然観察セミナー
①5/26㈮日本の四季と気象 ②6/3㈯赤城山の
自然に学ぶ ③7/18㈫日光の自然観察 ④8/17
㈭栃木の鳥獣保護管理と生物多様性 ⑤9/13㈬
栃木の魚類（なかがわ水遊園等）

①④
10:00 ～ 12:00
②③⑤
8:30 ～ 16:30

40人 7,000 円

人生を楽しむ自分史講座
～私を書く・家族を書く～

①5/18㈭ ②6/15㈭ ③7/20㈭ ④9/21㈭
⑤10/19㈭ ⑥11/16㈭ ⑦12/21㈭ 10:00 ～ 12:00 20人 2,000 円

還暦からの山歩き（ペア OK）
～初めての方も大歓迎～

①7/11㈫講義 ②7/15㈯八間山から野反湖畔を
歩く※雨天時は7/16㈰に延期

①18:30 ～ 20:00
②6:00 ～ 20:00 36人 5,000 円

えぷろん亭「旬」
～旬の食材で和食・イタリ
アン・中華～

①5/9㈫あきたの天然山菜料理 ②5/27㈯旬の夏
野菜炒め＆中華スープ ③6/12㈪旬のパスタと旬
のサラダ＆デザート ④6/27㈫旬の魚と旬の冷菜

10:00 ～ 12:30 20人 4,500 円

便利に使いこなすためのパ
ソコン講座

①6/14㈬ ②6/21㈬ ③6/28㈬ ④7/5㈬
⑤7/12㈬ ※パソコンの基本操作が出来る方対象 10:00 ～ 12:00 16人 1,500 円

呼吸で健康！スポーツ吹矢 ①6/6㈫ ②6/13㈫ ③6/20㈫ ④6/27㈫ ⑤7/4㈫ 13:30 ～ 15:30 20人 1,000 円
託
児
付
き
市
民
講
座

こぎん刺しでほっこり北欧
雑貨

①5/25㈭ミニフレーム作り ②6/8㈭コースタ
ー作り ③6/29㈭ ④7/13㈭ミニバッグ作り 10:00 ～ 12:00 15人 3,500 円

要託児 4,000 円
はじめてでも作れる！デコ
クッキング ①5/30㈫デコキャラ弁 ②6/13㈫デコ巻きずし 10:00 ～ 13:00 20人 1,600 円

要託児 2,000 円
やさしいパンと素敵なおや
つ

①6/20㈫ふわふわパン ②7/11㈫夏にぴった
りひんやりおやつ 10:00 ～ 12:00 20人 1,600 円

要託児 2,000 円

学
級

小山地区女性学級
①6/19㈪ゆる体操 ②7/10㈪ポーセリンアー
ト ③8/19㈯文楽鑑賞 ④9/25㈪食事のマナー 
⑤10/16㈪料理 ⑥11月上旬野外学習⑦12/18
㈪正月飾り作り

各回異なります 40人 4,500 円

小山地区シニア学級
①5/24㈬日本の伝統色に学ぶ ②6/7㈬とちぎ
民俗探訪 ③6/21㈬三遊亭楽生氏のおはなし会
④7/23㈰うたごえ ⑤8/19㈯文楽鑑賞 ⑥9/6
㈬終活セミナー ⑦10/4㈬野外学習

各回異なります 40人 4,000 円

新家庭教育学級
「親子学びの森」

①5/20㈯美術館鑑賞とスケッチ ②6/10㈯バ
ンダイ出前授業 ③7/1㈯手作りカメラ ④7/22
㈯ 子：パソコン教室、親：親学習プログラム

各回異なります 20組
40人 ペア 5,000 円

新すこやか学級
「子育て応援！ママのための
ほっとタイム」

①5/19㈮コトバとココロの使い方 ②6/2㈮ピ
ラティス体験 ③6/16㈮米粉で和スイーツ作り
④7/7㈮スクラップブッキング

10:00 ～ 12:00 20人 2,500 円
要託児 3,000 円

共
催

初心者向け油絵講座 ①7/22㈯ ②8/5㈯ ③8/26㈯ ④9/16㈯ ⑤9/30㈯ 13:30 ～ 16:00 15人 3,000 円
＋材料費

ばらづくり園芸講座 ①5/20㈯ ②6/24㈯ ③7/22㈯ ④10/21㈯ ⑤11/11㈯ 13:30 ～ 15:30 15人 5,000 円

中央公民館前期講座・受講生募集
●申込み
　期間　4/2 ㈰～ 14 ㈮【必着】
　方法　①来館して申込書に記入
　　　　②必要事項を明記し、ハガキまたは FAX で同館へ
　記載事項　①講座名、②住所、③氏名（フリガナ）、④年齢、⑤携帯電話番号
　※託児付き講座をご希望の方は、託児の有無と子どもの人数を明記
●開講のご案内
　　参加が確定した方に開講通知を送付します。定員を超えた場合は抽選（4/15㈯10:00から）
　を行います。※抽選の場合は、小山市民を優先します
●受講料のお支払い
　4/30 ㈰までに同館窓口へ
　※キャンセルは 4/30 ㈰まで。同日以降のキャンセルは返金できません
　※申込者が少ない講座は開催できない場合もあります

申込み・問中央公民館
〒323‒0023小山市中央町1‒1‒1
☎22‒9562･9563/℻  24‒3021
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申込み・問合せ
博物館　〒329―0214　乙女1―31―7　☎45―5331　月曜休館
ハガキに、①講座名、②郵便番号・住所・電話番号、③参加者全員の
氏名（学校学年、一般、保護者、幼児）を明記のうえ、各必着日ま
でに郵送してください。※申込み多数の場合は抽選（一部講座除く）。
抽選の結果や各講座内容等の詳細は、後日連絡します

講座名 日　時 対　象 内　容 参加料 申込み・必着日

博物館周辺史跡めぐり
「いざ祇園城へ」

4/9 ㈰
8:45 ～

12:30

一般
定員 10 人程度

（先着）

博物館ボランティアの案内で、館周辺の史跡を徒
歩（約 8 ㎞）で巡ります（路線バス等も使用）。
コース：博物館・車屋美術館前バス→外城 2 号墳
→鷲城→西林寺→長福寺城→祇園城→天翁院→小
山駅

500 円
程度

（交通費）
電話

4/6 ㈭まで

渡良瀬遊水地ラムサール
条約登録 5周年記念事業
「渡良瀬遊水地自然
観察会」

4/30 ㈰
9:30 ～

11:30

小学生～一般
（小学生は保護者同伴）
定員 30 人（先着）

春の渡良瀬遊水地を歩いて、植物を観察します。
講師：大和田真澄氏（栃木県植物研究会）
集合場所：渡良瀬遊水地　生井桜づつみ駐車場

無料 電話
4/29 ㈯まで

博物館めぐり 6/1 ㈭ 一般
定員 40 人（抽選）

入間市博物館
行き：市役所 8:30 発～博物館 8:45 発
帰り：博物館 16:45 着～市役所 17:00 着
※申込みの際は、上記の①～③に加え、④希望出
発地（市役所または博物館）、⑤年齢を必ずご記
入ください。記入もれがあると受付できないこ
とがあります

1,000 円
程度

ハガキ
5/12 ㈮

くずし字解読講座
6/24 ㈯
13:30 ～

15:30

中学生以上
定員 15 人（先着）

江戸時代の古文書を読む講座です。（初歩）テキス
トは幕末の「天狗党行列見聞記」ほか。 無料 電話

6/23 ㈮まで

縄文土器を作ろう
6/25 ㈰
9:00 ～

正午

小学４年生～一般
定員 15 人（抽選）

社会科の歴史で学習する縄文土器を自分の手で作
ります。

500 円
（材料費）

ハガキ
6/9 ㈮必着

麦わら細工教室
「ガラガラと

　ほたるかご」

7/22 ㈯
13:30 ～

15:30

小学４年生～一般
定員 15 人（抽選）

麦わらを編んで、「ガラガラ」と「ほたるかご」を
作ります。
講師：博物館友の会の皆さん

無料 ハガキ
7/3 ㈪必着

親子昆虫教室
7/23 ㈰
9:30 ～
11:30

小学生以上親子
定員 25 人（抽選）

生井ふるさと公園（旧思川周辺公園）を散策しな
がら昆虫を観察・採集します。 無料 ハガキ

7/7 ㈮必着

川の生き物観察会
7/29 ㈯
9:30 ～

11:30

小学生～一般
（小学 1・2 年生は
保護者同伴）
定員 30 人（抽選）

川に入って、清水川（下国府塚付近）のザリガニ
や小魚などを観察、採取します。 無料 ハガキ

7/14 ㈮必着

渡良瀬遊水地ラムサール
条約登録 5周年記念事業
ヨシ紙すきでハガキ
を作ろう

7/30 ㈰
9:30 ～
11:30

小学生～一般
（小学 3 年生以下は
保護者同伴）
定員 20 人（抽選）

渡良瀬遊水地のヨシと牛乳パックを利用して手す
きハガキを作ります。 無料 ハガキ

7/14 ㈮必着

夏休み子ども科学教室
「冷たい世界」

8/5 ㈯
9:30 ～
11:00

小学 3 年生以上
定員 20 人（抽選）液体窒素を使って、科学の不思議を体験します。 無料 ハガキ

7/21 ㈮必着

昆虫標本作り教室
8/19 ㈯
9:30 ～

11:30

小学 3 年生～一般
定員 15 人（抽選）

チョウや甲虫の標本を作ります。
※ 標本にする昆虫は各自で用意 無料 ハガキ

8/4 ㈮必着

渡良瀬遊水地ラムサール
条約登録 5周年記念事業
歴史講演会
「近世・近代におけ
る栃木県の大洪水」

9/3 ㈰
13:30 ～

15:00

一般
定員 30 人（先着）

栃木県や小山市における水害と治水の歴史につい
てお話していただきます。
講師：元栃木県歴史文化研究会常任委員長　大嶽
浩良氏

無料 電話
9/2 ㈯まで

博物館
前期講座のお知らせ
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　平成 29年度予算編成の基本方針は、国・県と連動し
た「小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 3年目、
「第 7次小山市総合計画」の 2年目の年として、小山市
の豊かな「人」「自然」「文化」「立地利便性」を最大限
に活用し、「小山を創る第ニ章」として、小山市の将来
にわたる持続的な発展を堅持し「夢」「未来」溢れる小
山市創造のため、下記のとおり編成しました。
　その主なものとしては、立地利便性を生かした「小
山東部第二工業団地」、「テクノパーク小山南部」の新
規工業団地開発推進、出会いから結婚、妊娠、出産、
子育てまでを包括的に支援する「子育て包括支援シス
テム」の構築、高齢者の住まい・生活支援・予防・介
護・医療を包括的に支援する「地域包括ケアシステム」
の構築、国体開催と栃木ゴールデンブレーブスのBC
リーグ参戦に伴う小山運動公園野球場整備等によるス
ポーツ立市小山の推進、県内初となる「絹義務教育学校」
の開校、「城南地区新設小学校」の着工などです。
１．市民生活の安全・安心、福祉対策、健康づくり、医療、
教育の推進　
①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮ら
しのために
○拡国営かんがい排水事業栃木南部地区、○拡排水強化対
策、○新総合防災訓練、○新 AEDコンビニ設置、○拡横倉第
一雨水幹線整備
②高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策
等社会保障の充実のために
○新地域包括ケアシステム構築、○新すこやか長寿プラン
策定、○新障がい福祉計画策定
③健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実の
ために
○新医療用ウイッグ購入費助成、○拡特定健診、○拡スポー
ツ立市推進、○拡小山運動公園野球場整備、○新絹義務教
育学校開校（スクールバス運行）、○拡おやま英語教育の
まち推進（○拡小・中学校ALT配置）
２．まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
①産業の振興による新たな雇用の創出のために
○拡本場結城紬（○拡生産振興・後継者育成）、○拡担い手・
農地総合対策、○新おやま和牛生産振興、○新高収益農業
生産拡大、○拡 おやまブランド企画・普及・全国発信
（○拡桑の実プロジェクト）
②新しい人の流れの創出のために
○拡渡良瀬遊水地観光地化推進、○拡グリーンツーリズム
推進、○拡シティプロモーション推進（○新移住・定住促
進広域連携プロモーション）、○新地域おこし協力隊推進、
○新 2020 東京オリンピック・パラリンピック開催を見
据えた小山市３カ年計画策定、○新道路緑化推進計画策

平成29年度予算案は
　「子育て包括支援システム」「地域包括
ケアシステム」の構築
県内初となる「絹義務教育学校」の開校、
「城南地区新設小学校」を着工

定、○拡転入勤労者等住宅取得支援、○新移住・定住促進
（新幹線通勤定期券購入費補助）、○新高齢者移住促進
（CCRC）、○新空家等利活用推進
③結婚・出産・子育ての希望の実現のために
○新子育て包括支援システム構築、○拡こどもの貧困対
策、○拡学童保育館施設整備、○新小山総合公園水上アス
レチック整備
④持続可能な地域づくりのために
○拡自主防災組織育成、○拡地域防災強化（防災備蓄物資
整備、○新水防資機材整備）、○拡大谷地区中心施設整備
（○新基本設計策定）、○新各機関連携協定推進
３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生
の推進
①産業・都市・教育基盤整備による「人と企業を呼び
込む施策」推進のために
○拡新規工業団地開発推進〔○新小山東部第二工業団地着
工、○拡テクノパーク小山南部〕、○拡農業基盤整備促進、
○拡小山駅西口周辺地区街なか居住推進、○新城南地区新
設小学校建設着工、○拡豊田中学区新設小学校整備
②地域住民の利便性向上のために
コミュニティバス運営、社会保障・税番号制度システ
ム整備、コンビニ収納、クレジット収納、証明書コン
ビニ交付
予算総額 608億５千万円（前年度比　0.2%増）
※○拡…拡大事業　　○新…新規事業

世界に小山を発信中 !「おやま広報特派員」事例発表
　２月 19日、小山市市民活動センター「おやま～る」
で「第 11回まちづくりシンポジウム～暮らしたい
まち、心地よいまちを創る～」を開催。第１部では、
「おやま広報特派員」の門

も ん ま

馬悠
ゆういち

一さんが SNS（ソー
シャル ･ネットワーキング・サービス）を活用した
小山市の情報発信について発表を行いました。門馬
さんのフェイスブックで「リオデジャネイロ五輪柔
道銅メダリスト海

え び ぬ ま

老沼匡
まさし

選手凱旋報告会」を知り、
山形県から市を訪れた方とのやりとりを紹介し、「今
後も観光資源や
イベント情報発
信を通して、小
山市への移住・
定住促進につな
げていければ」と
話していました。
花そえて ふるさと想い 春便り「おやま花フェスタ」開催
　3月４・５日の２日間、道の駅思川小山評定館で
「2017おやま花フェスタ」が開かれ、多くの来場者
で賑わいました。色とりどりのお花の展示のほか、
ガーデニング教室なども行われ、来場者たちは、一

足早い春の訪れを感
じていました。会場
では、子どもたちに
よるよさこいやサイ
ンダンスなども披露
され華を添えました。



　
桜
咲
く
４
月
初
旬
、
間
々
田
で
は
「
ワ
ラ
ア

ツ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
蛇
体
の
材
料
集
め
が
始
め

ら
れ
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」
の
準
備
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
里
の
竹
山
か
ら
太
く
て
長
く
て
真
っ
直

ぐ
な
真
竹
を
選
び
出
し
、
割
り
裂
い
て
幾
枚
も

重
ね
て
藁
縄
を
巻
き
付
け
て
芯
に
し
ま
す
。
こ

の
芯
に
、
藁
縄
で
藁
を
薄
く
何
回
も
巻
き
あ
げ

て
蛇
体
が
作
ら
れ
ま
す
。
ま
る
で
年
輪
の
よ
う

に
藁
と
藁
縄
が
重
ね
ら
れ
た
蛇
体
は
、
完
成
す

る
と
頭
の
辺
り
の
直
径
約
50
㎝
、
長
さ
15
ｍ
、

重
さ
約
300
㎏
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、

早
朝
か
ら
各
町
内
と
も
総
出
で
行
わ
れ
る
大
事

業
で
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
縄
の
結
び
方
や
竹
の

継
ぎ
方
な
ど
町
内
秘
伝
の
技
を
伝
授
し
な
が
ら
、

大
き
な
蛇
体
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
行
事
の
当
日
は
、
日
の
出
前
か
ら
「
カ
ラ
マ

キ
」
さ
れ
た
蛇
体
に
「
ジ
ャ
ガ
シ
ラ
」
を
藁
縄

で
巻
き
付
け
そ
の
上
に
、「
コ
ケ
ラ
」
と
呼
ば
れ

る
シ
ダ
を
巻
き
つ
け
仕
上
げ
を
行
い
ま
す
。
カ

シ
ラ
に
ヒ
ノ
キ
の
枝
の
角
を
刺
し
、
鮑
貝
の
耳

を
ぶ
ら
さ
げ
、
尻
尾
に
大
き
な
尻
剣
を
結
び
つ

け
て
、
よ
う
や
く
蛇
体
は
完
成
し
ま
す
。
完
成

ま
で
に
１
玉
70
ｍ
の
藁
縄
が
20
玉
か
ら
25
玉
使

わ
れ
、
そ
の
巻
き
目
は
「
コ
ケ
ラ
」
で
覆
い
隠

し
て
し
ま
う
に
は
惜
し
い
ほ
ど
美
し
く
仕
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
10
時
の
花
火
を
合
図
に
、
七
町
内
の
蛇
は
八

大
龍
王
の
旗
を
先
頭
に
「
ジ
ャ
ー
ガ
マ
イ
タ
、

ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
、
４
月
８
日
の
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」

の
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
間
々
田
八
幡
宮
の

境
内
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
11
時
30
分
、「
ジ
ャ
ア

ゲ
」
を
告
げ
る
花
火
で
、
蛇
は
社
務
所
前
の
広

場
か
ら
本
殿
前
に
上
り
ま
す
。
宮
司
か
ら
御
神

酒
を
注
が
れ
清
め
ら
れ
た
蛇
体
は
、
本
殿
を
左

か
ら
一
周
し
て
、
弁
天
池
で
の
「
ミ
ズ
ノ
ミ
」
へ

と
向
か
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
担
ぎ
手
た
ち
の
意
気
と
力
を
表
す
、

大
き
な
見
せ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は「
ジ
ャ

ガ
、
マ
イ
、
タ
ー
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
池

に
「
ジ
ャ
ガ
シ
ラ
」
を
入
れ
、
大
き
く
差
し
上
げ

口
か
ら
水
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
る
「
ミ
ズ
ノ
ミ
」
を

３
度
行
っ
た
後
、
勢
い
ま
か
せ
て
蛇
体
も
ろ
と
も

池
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
蛇
は
、
ほ
か
の

町
内
よ
り
も
強
く
激
し
く
と
、
池
の
中
で
大
き
く

も
ま
れ
ま
す
。
水
を
吸
っ
た
藁
の
蛇
体
の
重
さ
は

倍
増
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
観
客
の
大
き
な
拍
手

と
歓
声
に
魂
を
高
揚
さ
せ
た
担
ぎ
手
た
ち
は
、
そ

れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
荒
々
し
く
力
強
い
「
ジ
ャ

モ
ミ
」
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

　「
ミ
ズ
ノ
ミ
」
を
終
え
た
蛇
体
は
、
池
の
主
で
あ

る
弁
天
様
の
お
社
に
お
尻
を
見
せ
る
失
礼
の
無
い

よ
う
、
後
退
り
し
て
池
か
ら
出
て
、「
ネ
リ
ア
ル
キ
」

へ
と
向
か
い
ま
す
。
各
町
内
で
は
休
憩
所
で
あ
る

「
ヤ
ド
」
を
設
け
て
、
担
ぎ
手
達
に
飲
物
や
料
理
を

振
る
舞
い
ま
す
。
蛇
は
数
カ
所
の
「
ヤ
ド
ヨ
リ
」

を
重
ね
、
町
内
を
く
ま
な
く
巡
り
ま
す
。
こ
の
時
、

家
主
の
願
い
が
あ
れ
ば
玄
関
に
「
ジ
ャ
ガ
シ
ラ
」

を
入
れ
て
家
棟
を
清
め
る
「
カ
シ
ラ
イ
レ
」
も
行

い
ま
す
。

　
夕
刻
、「
ネ
リ
ア
ル
キ
」
を
終
え
た
蛇
体
は
、
あ

れ
ほ
ど
大
変
な
労
力
と
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
作

ら
れ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
本
当
に
あ
っ
さ
り
と
解

体
さ
れ
、
鎮
守
の
森
で
朽
ち
て
自
然
に
帰
り
ま
す
。

ま
だ
、「
コ
ケ
ラ
」
の
芳
香
が
残
る
八
幡
宮
の
境
内

に
再
び
静
寂
が
訪
れ
る
と
、
間
々
田
地
区
に
は
本

格
的
な
田
植
え
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

小
山
市
学
芸
員
　
野
口
　
靜
男
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○181

間
々
田
の
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ

　
小
山
市
南
部
、間
々
田
の
町
内
に
は
、古
く
江
戸
の
昔
よ
り
「
巨

大
な
蛇
を
作
り
担
ぎ
歩
く
」
関
東
有
数
の
奇
祭
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
行
事
は
、
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
っ
て
始
め
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
蛇
体
は
毎
年
作
り
替
え
ら
れ
ま
す

が
、
参
加
す
る
７
町
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
意
匠
が
あ
り
、
こ

れ
を
守
り
な
が
ら
、
そ
の
美
し
さ
や
大
き
さ
を
競
い
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
行
事
は
、
我
が
国
の
習
俗
を
研
究
す
る
上
で
、
極
め
て

貴
重
な
事
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
3
月
9
日
に
「
国
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
さ
ら
に

上
位
の
国
重
要
文
化
財
指
定
を
見
据
え
て
、
文
化
庁
主
導
に
よ
る

詳
細
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲弁天池での「ミズノミ」の様子

▲「ジャアゲ」の様子
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お

知

ら

せ

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

県
立
博
物
館
４
月
の
主
な
行
事

◆
テ
ー
マ
展「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
記
念
　
と
ち
ぎ
の

山
・
鉾
・
屋
台
」▽
４
／
29
㈯
～

６
／
15
㈭
◆「
収
蔵
庫
は
宝
の

山
！
初
公
開
の
化
石
・
鉱
物
・
動

植
物
」▽
６
／
18
㈰
ま
で
◆「
春
の

植
物
を
見
つ
け
よ
う
」▽
４
／
15

㈯
◆「
鎧
を
着
て
み
よ
う
！
」▽
４

／
30
㈰
◆
県
博
デ
ー
▽
４
／
16
㈰

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

小
山
市
シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
５
／
25
㈭
８
時
半
、
総
合

公
園
第
二
駐
車
場
ト
イ
レ
前
集
合

コ
ー
ス
　
高
柴
山
約
６
㎞

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
45
歳

以
上
の
健
康
な
方
・
先
着
60
人（
バ

ス
の
種
類
・
席
順
は
受
付
順
）

参
加
費
　
600
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
４
／
17
㈪
～
26
㈬
の
平

日
８
時
半
～
17
時
15
分
に
参
加
費

を
添
え
て
県
南
体
育
館
受
付
ま
で

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

結
城
さ
く
ら
祭
り

　
約
150
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲

き
、
市
内
有
数
の
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
祭
り
は
４
／
９
㈰
ま
で
、

８
㈯
に
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

天
体
観
望
会
「
し
し
座
を
み
つ
け

よ
う
～
月
を
み
よ
う
～
」

日
時
　
４
／
８
㈯
19
時
～
20
時
半

会
場
　
生
井
公
民
館
　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
時
　
５
／
７
㈰
８
時
45
分
～

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
（
西
口
）
集

合
↓
愛
泉
幼
稚
園
↓
御
使
者
橋
↓

紫
橋
↓
天
平
の
丘
公
園
↓
国
分
尼

寺
↓
小
金
井
駅
（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

春
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
５
／
８
㈪
～
６
／
２
㈮
の

毎
週
月
曜
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

10
時
～
正
午

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費
　
５
千
円（
保
険
料
含
む
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

日
時
　
４
／
18
㈫
９
時
半
か
ら

会
場
　
小
山
総
合
公
園
内
ほ
た
る

の
館
・
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
市
内
在
住
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者

参
加
費
　
500
円
（
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

代
）
※
当
日
会
場
に
て
徴
収

申
込
み
　
４
／
10
㈪
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
（
公
財
）
小
山
市

体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

問
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
・
青
柳
☎
０
９
０
・
４
０
０

０
・
８
１
２
７

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
　
４
／
９
㈰
８
時
半
小
山
市

役
所
集
合

行
き
先
　
市
内
約
45
㎞

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
費
　
500
円（
保
険
料
・
参
加

費
・
飲
料
等
を
含
む
）

申
込
み
　
当
日
集
合
場
所
に
て

※
昼
食
、
雨
具
等
は
各
自
で
用
意

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
　
４
／
15
㈯
９
時
開
始
※
小

雨
決
行
。
雨
天
時
、
16
㈰
に
延
期

場
所
　
下
生
井
堤
防
集
合

そ
の
他
　
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
等
は
用

意
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
６

新
体
力
テ
ス
ト

①
高
齢
者
の
部

日
時
　
５
／
11
㈭
９
時
受
付

対
象
　
65
～
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
日
常
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
・

上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
10

ｍ
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行
等

②
青
年
の
部

日
時
　
５
／
14
㈰
９
時
受
付

弓
道
教
室

日
時
　
５
／
10
㈬
～
６
／
３
㈯
の

毎
週
水
曜
日
19
時
半
～
21
時
・
土

曜
日
10
時
～
11
時
半
（
全
８
回
）

会
場
　
小
山
市
営
弓
道
場
（
市
役

所
西
側
駐
車
場
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者
・
先
着
10
人
　
※
教
室
後

も
継
続
可
能
な
方
歓
迎

参
加
費
　
千
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
４
／
17
㈪
～
25
㈫
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
費
を
添
え

て
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
☎

�
５
８
５
６

問
小
山
市
弓
道
会
・
安あ

ん

べ倍
☎
０
９

０
·
６
０
１
２
·
３
６
７
４

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
４
／
27
～
７
／
13

の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

17
時
半
～
18
時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
身

長
120
㎝
以
上
）・
40
人
（
超
過
時

抽
選
）　
※
初
心
者
歓
迎

参
加
費
　
３
千
200
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
４
／
20
㈭
17
時
～
17
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
�
４
６
１
７

ゆ
め
ま
ち
　
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体

操
教
室

日
時
　
４
／
22
、
５
／
27
、
６
／

24
、
７
／
22
、
８
／
26
、
９
／
23

小
山
市
地
域
防
災
計
画
の
改
定

　
平
成
29
年
３
月
に
小
山
市
地
域

防
災
計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●https://w
w
w
.city.oyam

a.
to
chigi.jp/kurashi/bo

sai/
sonaete/bosaigaido.htm

l

問
危
機
管
理
課
☎
�
６
６
６
１

ま
す
。

日
時
　
４
／
８
㈯
10
時
～
15
時

会
場
　
城
跡
歴
史
公
園（
結
城
市

結
城
２
４
８
６
ı
１
）

内
容
　
お
囃
子
・
和
太
鼓
演
奏
、

物
産
品
の
販
売
等

問
結
城
市
商
工
観
光
課
観
光
係
☎

０
２
９
６
�
０
４
２
１

対
象
　
20
～
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
上
体
起
こ
し
・
反
復
横
と

び
・
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
等

会
場
　
①
・
②
と
も
県
南
体
育
館
・

剣
道
場

※
無
料
。
運
動
し
や
す
い
服
装

申
込
み
　
当
日
ま
で
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

定
員
　
35
人
程
度
　
※
初
心
者
歓

迎
。
ラ
ケ
ッ
ト
貸
与
有
り

申
込
み
　
４
／
17
㈪
10
時
～
10
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
プ
ー

ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
・
工
藤

☎
０
９
０
・
１
４
３
５
・
７
５
１
７

の
土
曜
日
10
時
～
11
時

会
場
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
。
当
日
直
接
会
場
へ

問
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
内
）
☎
�
９
９
３
５

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
分
か
ら
下
水
道
使
用
料
が

新
料
金
体
系
に
変
わ
り
ま
す
。
４

月
か
ら
は
１
㎥
か
ら
従
量
制
に
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
下
水
道
課
☎
�
５
４
７
７

新料金

⇦

以前の料金

汚水量 単価
（税込） 汚水量 単価

（税込）

0 ㎥
（基本料金） 1,015 円 ～ 10㎥

（基本料金） 1,131 円1～ 10㎥
（従量制） 10円

11㎥～
※変更無し

11㎥～
（段階的な従量制）
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学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を

　
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利

用
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

国
保
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
年

金
手
帳
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
で
す
。
代
理
申
請
の
場
合
、

印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
・

委
任
状
（
別
世
帯
の
場
合
）
が
必

要
で
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

平
成
29
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

　
県
内
15
地
区
を
対
象
と
し
て
６

月
と
７
月
の
２
回
に
渡
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
調
査
は
、
県
知
事
の
発

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た･･･

そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
／
18
㈫
14
時
か
ら
（
偶

数
月
第
３
火
曜
日
）

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の
提
出
は

毎
年
４
月
30
日
ま
で

　
法
律
等
に
よ
り
家
内
労
働
者

（
内
職
者
）へ
業
務
を
委
託
し
た
場

合
に
は
遅
滞
な
く
、
そ
れ
以
後
は

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
委
託
状
況

に
つ
い
て
、
４
月
30
日
ま
で
に
労

働
基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木

労
働
局
に
委
託
状
況
届
を
提
出
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
栃
木
労
働
局
の
Ｈ
Ｐ

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
同
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

平
成
29
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」
の

保
険
料
率

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
ご
家

族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
健
康

保
険
料
は
9.94
％
の
ま
ま
据
え
置

き
、
介
護
保
険
料
率
は
1.65
％
へ
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。
変
更
時
期

は
平
成
29
年
４
月
納
付
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
☎

０
２
８
・
６
１
６
・
１
６
９
１

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
市

内
在
住
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品
費
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。
世
帯
構
成
、
生
活
・
所
得
状

況
な
ど
を
審
査
し
認
定
し
ま
す
。

申
請
先
　
通
学
す
る
学
校

※
申
請
書
は
各
学
校
に
あ
り
ま
す

問
教
育
総
務
課
☎
�
９
６
９
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種（
第
１

～
６
類
）・
丙
種

試
験
日
　
６
／
４
㈰

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

申
込
み
　
４
／
３
㈪
～
14
㈮（
土
・

日
除
く
）８
時
半
～
17
時
に
受
験

願
書
等
を
市
消
防
本
部
予
防
課
へ

持
参
☎
�
６
６
５
８

※
試
験
案
内
、受
験
願
書
等
は
同
課
・

消
防
署
・
各
分
署
・
分
遣
所
に
用
意

料
理
教
室
（
前
期
）
参
加
者

おやま
料理教室
（火曜日）

4/18、5/23、
6/13、7/18、
9/19

市内在住者

子育て応援！料理教室

Ｂコース
（火曜日）
※託児5人まで

4/25、5/16、
6/20、7/11、
9/12

幼児～小学生を子育て中の方

Ａコース
（月曜日）

4/24、5/15、
6/19、7/10、
9/11

コース

日程

対象

時
間
　
10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

定
員
　
各
コ
ー
ス
抽
選
20
人

参
加
費
　
３
千
円（
５
回
分
）

※
託
児
は
プ
ラ
ス
千
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

日
本
女
性
会
議
参
加
者

　
10
月
に
北
海
道
苫
小
牧
市
で
開

市民農園（道の駅思川南）体験参加者募集
開催日　４/22 ㈯８時半から　内容　トウモロコシ等の種まき体験
申込み　４/17 ㈪までに農政課☎ 22-9254

募

集

申
込
み
　
４
／
７
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
７

ガ
イ
ド
と
行
く
「
渡
良
瀬
遊
水
地

の
植
物
観
察
」

　
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
湿
地
の
貴

重
な
植
物
を
ガ
イ
ド
付
き
で
観
察

し
ま
す
。

日
時
　
５
／
12
㈮
13
時
半
～
16
時

半
※
生
井
公
民
館
集
合

対
象
　
一
般
の
方
先
着
20
人

申
込
み
　
５
／
２
㈫
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
�
４
０
０
４

文
書
館
開
館
10
周
年
記
念
「
小
山

の
記
録
写
真
」

　
文
書
館
開
設
10
周
年
を
機
に
、

所
蔵
写
真
と
し
て
保
存
活
用
す
る

た
め
、
小
山
市
域
を
記
録
し
た
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
12
／
28
㈭
ま
で

募
集
内
容
　
撮
影
年
代
は
問
わ
ず

小
山
市
域
を
記
録
す
る
も
の
、
原

則
と
し
て
応
募
者
本
人
が
撮
影
し

た
も
の
、
個
人
の
肖
像
権
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い
も
の
等

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
同
館
☎
�
７
２
２
２

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念

青
少
年
健
全
育
成
活
動
事
業

　
次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
事
業
に
対
し
、
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
個
人
、
市
内
で

青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
行
う
団

体
※
別
途
補
助
事
業
、
政
治
・
宗

教
・
営
利
に
結
び
つ
く
事
業
除
く

申
込
み
　
４
／
14
㈮
～
５
／
26
㈮

に
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
７
１

行
す
る
身
分
証
を
携
行
し
た
調
査

員
が
、
対
象
地
区
の
お
宅
に
直
接

調
査
に
伺
い
ま
す
。
電
話
等
で
調

査
内
容
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
調
査
地
域
は

本
市
の
一
部
で
す
。
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
健
康
増
進
課
☎
０
２
８
・
６

２
３
・
３
０
９
６

思
川
の
野
草
を
食
べ
る
会

日
時
　
４
／
８
㈯
10
時
～
14
時

会
場
　
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

定
員
　
先
着
20
人

申
込
み
　
思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
３
５
２
０

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
５
／
13
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
４
／
15
㈯

～
30
㈰
ま
で
に
消
防

署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た
は

各
分
署
・
分
遣
所

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

開
設
期
間
　
４
／
25
㈫
～
10
／
31
㈫

場
所
　
涸
沼
自
然
公
園
内
（
茨
城

県
茨
城
町
中
石
崎
２
２
６
３
）

料
金
　
１
泊
テ
ン
ト
１
張
千
円
・

タ
ー
プ
１
張
500
円
・
入
園
大
人
100

円
・
子
ど
も
（
５
～
15
歳
）
50
円

申
込
み
　
４
／
14
㈮
～
10
／
30
㈪
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
０
０
２
１

催
さ
れ
る
日
本
女
性
会
議
へ
参
加

す
る
市
民
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人
（
選
考
）

募
集
要
件
　
次
の
①
～
③
の
要
件

を
満
た
す
方
。

①
小
山
市
民
②
市
の
男
女
共
同
参

画
に
関
心
が
あ
る
方
③
小
山
市
男

女
共
同
参
画
推
進
員
と
し
て
活
動

で
き
る
方

そ
の
他
　
参
加
に
係
る
費
用
の
一

部
を
負
担

申
込
み
　
４
／
17
㈪
～
５
／
26
㈮

に
男
女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７

８
・
FAX
�
８
０
７
９
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時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■博物館前期講座 / 博物館■幼稚園・認定こども園子育て支援事業
/ こども課■春の交通安全市民総ぐるみ運動 / 生活安心課　等

■「ようこそ！開運のま
ち　おやまへ」

中旬
■保育士再就職支援研修 / こども課■市民活動推進事業補助金 / 市
民生活課　等

■「もっと知りたい！う
どんのまち　おやま」

下旬
■小山広報特派員募集とマチイロ、TOCHIGI ebooks、Facebookについ
て/秘書広報課■2017 おやま田んぼアート参加者募集/農村整備課　等

■おやま百景
　「間々田ひも」

月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

4月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　 デ ジ タ ル101chを
選局ください。
問秘書広報課22–9353

親
子
記
者
事
業
参
加
者

　
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
願
い
の

継
承
の
た
め
、
長
崎
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
平
和
祈
念
式
典
等
の
被
爆
地

の
様
子
や
被
爆
者
を
取
材
し
て
い

た
だ
け
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
８
／
８
㈫
～
11
㈮

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組

申
込
み
　
５
／
８
㈪
ま
で
に
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う

え
、

in
fo

@
n
u
cfreeja

p
a
n
.

co
m

、
ま
た
は
郵
送
で
同
会
事
務

局
（
〒
852-

8117
長
崎
市
平
野
町
７
ı

８
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）

☎
０
９
５
・
８
４
４
・
９
９
２
３

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
場
所
　
県
営
扶
桑
住
宅
７
号

棟
（
新
築
）

５
日
間
短
期
集
中
型
い
つ
こ
こ
就

活
講
座

日
程
　
４
／
３
㈪
～
７
㈮
13
時
半

～
16
時
半

会
場
　
ロ
ブ
レ
６
３
２ 

３
階

対
象
　
15
～
39
歳
の
現
在
求
職
中

の
若
者
先
着
20
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
�
７
０
０
２

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

募
集
　
自
衛
官
幹
部
候
補
生
（
Ｈ

30
．
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
入
校
）

応
募
資
格
　
Ｈ
30
．
４
／
１
現
在

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

１
次
試
験
　
５
／
13
㈯
・
14
㈰

申
込
み
　
５
／
５
㈮
ま
で
に
自

衛
隊
小
山
地
域
事
務
所
☎
�

４
７
６
３

平
成
29
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

募
集
　
①
総
合
職
（
院
卒
者
・
大

卒
程
度
）、
②
一
般
職
（
大
卒
程

度
）
③
一
般
職
（
高
卒
者
・
社
会

人
（
係
長
級
））

1
次
試
験
　
①
４
／
30
㈰
②
６
／

18
㈰
③
９
／
３
㈰

申
込
み
　
①
４
／
10
㈪
ま
で
②
４
／

７
㈮
～
19
㈬
③
６
／
19
㈪
～
28
㈬
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w
.jin
ji.

go
.jp/saiyo

/saiyo
.htm

で
受
付

問
人
事
院
関
東
事
務
局
☎
０
４
８

・
７
４
０
・
２
０
０
６

学
習
支
援
「
学
び
の
教
室
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

日
時
　
月
２
回
程
度
、
土
曜
日
の

午
後
約
４
時
間
　
※
謝
礼
あ
り

会
場
　
中
央
、
大
谷
、
間
々
田
、

豊
田
、
桑
、
絹
各
公
民
館

内
容
　
中
学
生
対
象
の
主
に
国

語
、
数
学
、
英
語
の
学
習
支
援

勤
務
条
件
　
教
育
職
員
の
普
通
免

許
状
を
有
す
る
こ
と

申
込
み
・
問
生
涯
学
習
課
☎
�

９
６
６
６

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
　
４
／
22
㈯
10
時
～
11
時

会
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
　「
生
き
生
き
と
子
育
て
し

て
い
ま
す
か
？
お
母
さ
ん
、
怒
っ

て
も
大
丈
夫
！
」

講
師
　
横
松
陽
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
ち
ぎ
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
カ
レ
ッ

ジ
理
事
長
）

定
員
　
先
着
30
人
※
託
児
あ
り

申
込
み
　
同
ホ
ー
ム
☎
�
３
４
０
２

ゆ
め
ま
ち
の

「
お
は
な
し
び
っ
く
り
箱
」

日
時
　
４
／
３
㈪
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容
　
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
　
ほ
か

対
象
　
未
就
学
児（
保
護
者
同
伴
）

※
申
込
み
不
要
。
参
加
無
料

問
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
内
）
☎
�
９
９
３
５

平
成
29
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採

用
試
験

　
労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
者

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
の

交
通
安
全
教
室

日
時
　
平
日
の
９
時
半
～
15
時

（
１
教
室
90
分
程
度
）

対
象
　
幼
児
、
小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
等

内
容
　
交
通
安
全
に
関
す
る
講

座
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
実
技
等

※
詳
細
は
事
前
に
要
相
談

申
込
み
　
事
前
に
電
話
で
連
絡
の

う
え
、
申
請
書
を
生
活
安
心
課
☎

�
９
４
９
７
・
FAX
�
８
３
０
１

※
申
請
書
は
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能

平
成
29
年
度
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み

ず
た
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
制

応
募
数
　
18
区
画（
多
数
時
抽
選
）

年
会
費
　
１
区
画
１
万
８
千
円

※
１
区
画
約
100
㎡

内
容
　
６
月
初
旬
～
10
月
初
旬
に

田
植
え
、
除
草
・
生
き
物
調
査
、

稲
刈
り
作
業
を
予
定

そ
の
他
　
１
区
画
当
た
り
20
ｋｇ
の

お
米
を
提
供

申
込
み
　
４
／
３
㈪
～
28
㈮
に

電
話
ま
た
は
直
接
農
政
課
☎
�

９
２
６
９

【実施予定地】
小山市鏡 455 番地

←至佐野 至水戸→

国道50号

小山駅

国道4号

思
川
思
川

↑道の駅思川

行
政
書
士
合
格
講
座
社
会
人
受
講
者

日
時
　
５
／
13
㈯
～
10
／
28
㈯

（
全
20
回
）
９
時
～
17
時

会
場
　
白
鷗
大
学
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料
　
７
万
円
＋
テ
キ
ス
ト
代

約
１
万
円
※
要
短
大
以
上
の
学
歴

申
込
み
　
４
／
21
㈮
ま
で
に
白
鷗

大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
�
９
７
２
２

募
集
内
容
　
全
24
戸

受
付
期
間
　
４
／
26
㈬
～
５
／
８
㈪

問
栃
木
県
住
宅
供
給
公
社
栃
木
支

所
☎
０
２
８
２
�
６
６
０
４

実
現
を
任
務
と
す
る
専
門
職
の
国

家
公
務
員
で
す
。

募
集
　
労
働
基
準
監
督
官
A
・
B

1
次
試
験
　
６
／
11
㈰

申
込
み
　
４
／
12
㈬
ま
で
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w
w
w
.

m
hlw
.go.jp/general/saiyo/

kantokukan.htm
l

で
受
付

問
栃
木
労
働
局
監
督
課
☎
０
２
８

・
６
３
４
・
９
１
１
５
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

リ
コ
ー
ダ
ー
無
料
体
験
＆
コ
ン

サ
ー
ト
～
春
の
饗
宴
～

４
／
８
㈯
13
時
、
４
／
11
㈫
10
時

▽
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
持
参

（
貸
出
あ
り
）▽
一
部
・
体
験
、
二

部
・
さ
く
ら
・
花
ほ
か（
フ
ル
ー

ト
と
ピ
ア
ノ
）▽
要
予
約
▽
飯
田

☎
０
９
０
・
２
４
８
６
・
６
４
４
１

「
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
」公
開

講
座
、
無
料
相
談
会

４
／
16
㈰
13
時
20
分
～
16
時
▽
小

山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
入

場
無
料
▽
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部
・

平
澤
☎
０
２
８
０
�
１
０
６
９

第
23
回
春
だ
！
た
の
し
い
人
形
劇

４
／
16
㈰
11
時
～
正
午
▽
中
央
図

書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
お
は
な
し

と
人
形
劇
の
ま
ざ
あ
ぐ
う
す「
王

さ
ま
と
魔
法
の
こ
な
」、
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
た
ん
ぽ
ぽ「
ね
ず

み
の
す
も
う
」▽
入
場
無
料
▽
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
た
ん
ぽ
ぽ
・

福
間
☎
�
５
３
６
５

朗
読
い
ろ
は「
お
と
な
の
朗
読
会
」

４
／
25
㈫
10
時
か
ら
▽
中
央
図
書

館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
入
場
無
料
▽

夏
目
漱
石「
夢
十
夜
」、
赤
川
次
郎

「
会
話
」、
江
國
香
織「
草
之
丞
の

話
」ほ
か
▽
朗
読
い
ろ
は
・
山
本

☎
�
６
７
８
０

春
の
環
境
講
演
会「
ご
み
焼
却
灰

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」　

４
／
22
㈯
13
時
半
～
15
時
半
▽

コース名 日時・定員・受講料
実践機械設計技術（2
次元設計 :Auto CAD)

5/20.27・9:00 ～ 17:30
15 人・9,800 円

機械設計技術者のため
のフライス盤実践技術

5/18.25・9:30 ～ 16:10
10 人・8,700 円

PLC ラダープログ
ラミングの定石

5/12.19.26・9:30 ～ 16:10
10 人・9,800 円

太陽光発電システムの保
守・メンテナンス技術

5/24.25・9:30 ～ 16:10
10 人・7,500 円

建築構造設計実践技術 5/13.20.27・9:30 ～ 16:10
10 人・9,400 円

関東職業能力開発大学校能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎ 31-1733

講座名 日時・定員・受講料

ガス溶接技能講習 5/11･12・9:00 ～ 17:00
20 人・4,950 円

機械加工基礎 5/11･12・9:00 ～ 16:00
10 人・3,520 円

第 2 種電気工事士
筆記試験準備講習

5/16 ～ 18・9:00 ～ 16:00
20 人・3,520 円

マシニングセンタプ
ログラミングの基礎

5/22･23・9:00 ～ 16:00
10 人・3,520 円

県立県南産業技術専門校技能講習会

申込み　同校☎ 0284-91-0803

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
▽
①
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
土
木
・
建
築
資

材
の
品
質
と
使
用
状
況
②
焼
却
灰

の
溶
融
事
業
と
骨
材
化
技
術
▽
入

場
無
料
・
予
約
不
要
▽
小
山
の
環

境
を
考
え
る
市
民
の
会
・
楠
☎
�

７
１
５
８

油
彩
・
水
彩
の
講
座
募
集
　

５
／
６
・
13
、
27
、
６
／
３
、
17
の

土
曜
日
９
時
～
正
午
▽
桑
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）▽
先

着
15
人
▽
初
心
者
歓
迎
▽
参
加
無
料

※
画
材
は
本
人
が
用
意
▽
講
師
・
木

曜
会
サ
ー
ク
ル
会
員
▽
４
／
30
㈰
ま

で
に
海
老
沼
☎
�
４
６
６
７

第
13
回
え
い
ぶ
る
の
里
ま
つ
り

４
／
15
㈯
10
時
半
～
14
時
▽
え
い

ぶ
る
の
里（
東
島
田
２
４
０
３
ı

２
）▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
自

主
製
品
販
売（
パ
ン
、
焼
き
菓
子
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
手
芸
品
）等

▽
え
い
ぶ
る
の
里
☎
�
４
５
６
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休

み
海
外
研
修
交
流
事
業
　

７
／
26
㈬
～
８
／
16
㈬（
８
～
18

日
間
）▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校

体
験
、
英
語
研
修
等
▽
研
修
先
　

英
国
、豪
州
、カ
ナ
ダ
、サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
ジ
ー
、フ
ィ

リ
ピ
ン
▽
小
学
３
年
生
～
高
校
３

年
生
▽
５
／
26
㈮
お
よ
び
６
／
９

㈮
ま
で
に
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

小
山
む
ら
さ
き
会
会
員
募
集

年
間
10
回
・
第
２
水
曜
日
▽
中

文化センター事業ラインナップ　　問☎22-9552
日　時 事業公演名 入場料 チケット

6/25 ㈰
14:00 ～

『日本交響楽団
　第 8 回定期演奏会』

全席指定 S 席 1,500 円
全席指定 A 席 1,000 円
高校生以下 500 円

発売中

7/23 ㈰
13:30 ～

出前うたごえ喫茶新宿「と
もしび」がやってくる！ 自由席 1,500 円 発売中

7 ～ 8 月 第 9 回小山市伝統工芸文化
こども教室 ( 小学生対象 ) 詳細は後日 発売

7/1 ㈯～

7 ～ 8 月 アーティストに学ぼう～音
楽・美術・演劇～（小学生対象）詳細は後日 発売

7/1 ㈯～
8/5 ㈯
11:00～、
13:30 ～

うたってあそぼう！親
子のふれあい音楽会

親子ペア 800 円
（1 人追加 400 円）

発売
6/3 ㈯～

8/18 ㈮
18:30 ～

来日 55 周年記念
ベンチャーズ・ジャパ
ンツアー 2017

全席指定 6,000 円 発売
4/9 ㈰～

8/19 ㈯
13:30 ～ 奈佐原文楽公演 自由席 1,000 円 発売

7/1 ㈯～
9/2 ㈯
14:00 ～ 植村花菜コンサート 全席指定 5,500 円 発売

6/4 ㈰～

9/24 ㈰ 風間杜夫ひとり芝居 全席指定 4,000 円 6 月頃

央
図
書
館
▽
年
会
費
１
万
円
▽

小
山
む
ら
さ
き
会
・
朝
原
☎
�

０
０
９
３

空
手
・
無
料
体
験
見
学
　

①
毎
週
日
曜
日
10
時
～
正
午
・
小

山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽

②
毎
週
日
曜
日
14
時
半
～
16
時

半
・
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽

③
毎
週
土
曜
日
19
時
半
～
21
時

半
・
大
谷
中
学
校
武
道
場
▽
④
毎

週
土
曜
日
17
時
半
～
19
時
・
小
山

第
三
小
学
校
体
育
館
▽
随
時
各
練

習
場
で
受
付
▽
一
友
会
・
村
松
☎

０
９
０
・
７
４
０
１
・
４
８
５
５

誰
に
で
も
打
て
る
や
さ
し
い
手
打

ち
そ
ば
　

４
／
21
㈮
※
以
降
月
２
回
開
催
▽

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽

成
人
の
方
先
着
10
人
▽
材
料
費

千
500
円
▽
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
・

上
履
き
を
各
自
持
参
▽
自
分
で

打
っ
た
そ
ば
を
そ
の
場
で
食
べ
た

り
、
持
ち
帰
り
も
可
能
▽
浅
野
☎

０
９
０
・
２
７
６
６
・
５
５
９
５

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
主
催
お

食
事
会

１
人
で
食
べ
る
よ
り
、
み
ん
な
で

わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
お
昼
を

食
べ
ま
せ
ん
か
？
▽
毎
月
第
２

金
曜
日
・
土
曜
日
▽
小
山
市
土

塔
※
送
迎
あ
り
▽
参
加
費
500
円

▽
電
話
で
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⒇
５
５
６
２
ま
た
は
小
山
傾

聴（
思
川
さ
く
ら
）・
松
本
☎

０
９
０
・
２
９
１
１
・
１
２
９
４

※
営
利
・
営
業
活
動
等
を
目
的
と
し
た
記
事
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。
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だ
さ
い
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メタボリックシンドローム対策事業～から
だスッキリ！運動教室～（無料・要申込み）
　手軽なトレーニングを体験しましょう！
日　時　4月20日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　運動制限のない40歳以上の市民
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、
　　　　スポーツタオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　5月22日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　① 9:00 ～② 9:30 ～
　　　　　　　③ 10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月19日㈬から☎22–9527

★乳児健診
＊平成29年1月・2月生まれの乳児対象

期　日 会　場
6月20日㈫

29日㈭
7月12日㈬

19日㈬

保健・福祉センター

6月16日㈮
7月  7日㈮ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22-9527

★9カ月児健康相談
＊平成28年8月・9月生まれの乳児対象

期　日 会　場
6月20日㈫

29日㈭
7月12日㈬

保健・福祉センター

6月16日㈮
7月  7日㈮ 健康医療介護総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22–9527
★1歳6カ月児健診
＊平成27年11月・12月生まれの幼児対象

期　日 会　場
6月15日㈭

21日㈬
7月13日㈭

27日㈭

保健・福祉センター

6月26日㈪
7月21日㈮ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22–9527
★2歳児歯科健診（全地区）
＊平成27年6月・7月生まれの幼児対象
期　日　6月8日㈭・21日㈬
　　　　7月5日㈬・19日㈬
受　付　①   9:15 ～   9:45
　　　　② 10:15 ～ 10:45
※受付時間は前もって割り振らせてい
ただきますので通知をご確認ください
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22-9527
★３歳児健診
＊平成26年3月・4月生まれの幼児対象
期　日　6月 8日㈭・14日㈬・27日㈫
　　　　7月14日㈮・20日㈭・24日㈪
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22-9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配
なとき、ご相談ください。家庭での
対処方法などについて、経験豊富な
看護師がアドバイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回線
以外は☎028⊖600⊖0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象と
した救急電話相談です。急な病気や
ケガで心配なとき、ご相談ください。
救急車要請や医療機関受診の要否、
家庭での対処方法などについて、看
護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回線
以外は☎028⊖623⊖3344）

栃木県県南健康福祉センター薬物依
存症家族の集い（要申込み）
　薬物乱用・依存症の問題を家族だ
けで抱え込まず、同じ問題を抱える
家族と一緒に話してみませんか？
日　時　奇数月第1木曜13:30 ～ 15:00
　　　　（祝休日・1月は第2木曜）
　　　　※事前に職員による面談あり
会　場　栃木県庁小山庁舎（犬塚3-1-1）
対　象　小山市、栃木市、下野市、上三
　　　　川町、壬生町、野木町のご家族
申込み　県南健康福祉センター
　　　　☎22-6119

※★印の各健診・健康相談は、約 1カ月前に発送する個別通知で日時・会場をご確認ください

離乳食教室（要申込み）
日　時　5月10日㈬9:30～11:30
会　場　保健・福祉センター
対　象　生後 7、8 カ月頃の児とその
　　　　保護者先着 20 組
内　容　 調理デモンストレーション

見学、試食など
参加料　100 円（材料代）
申込み　4月10日㈪ 8:30 から
　　　　☎ 22–9525

よい歯のコンクール参加者募集
3 歳児の部　平成 28 年 4 月 1 日㈮～
平成 29 年 3 月 31 日㈮に 3 歳児健診
を受け、むし歯がなく健康な幼児
親と子の部　上記の幼児とその親
※3歳児の部・親と子の部の両方に応
募することはできません
申込み　所定の用紙に記入し 4 月 28
日㈮までに健康増進課へ
問☎22–9527

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②
受診券（基本健診受診者のみ）③健康保険証、
④その他指定されたもの　問☎22–9522

5月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

2 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
8 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

10 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
12 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
16 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

19 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

22 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
25 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
26 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
27 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
29 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）
」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の
女性市民が対象です。希望者は午前10:30ま
でに各会場へ直接お越しください。
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▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251-7（健康医療介
　　　 護総合支援センター内）
☎ 39–8880・FAX39–8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251–7（健康医療介
護総合支援センター内 )
☎ 39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

5 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2–4–3 ☎44–7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1–15–4 ☎53–1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331
④ 杉村病院 小山市城山町2–7–18 ☎25–5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320–2 ☎0280–57–1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

７ ８ ９ 10 11 12 13
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
14 15 16 17 18 19 20
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
21 22 23 24 25 26 27
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
28 29 30 31
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

　　　　　　　　　　　　　　　　　
問健康増進課☎22–9524

　母子健康手帳でお子さんの予防接種歴を確認しましょう。まだお済みでない予防接種がある場合は、小山
市委託医療機関で接種を受けてください。事前に医療機関にご連絡のうえ、予防接種の通知または小山市に
住所があることを証明するもの（保険証等）と、母子健康手帳をお持ちください。

予防接種はお済みですか？

ワクチン名（種類） 受ける回数・同ワクチンでの接種間隔 助成対象期間

定
期
接
種

BCG（結核） 生 1回 12カ月（1歳）に至るまで
4種混合（DPT-IPV)

（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ） 不活化 初回接種 3 ～ 8週間隔で 3回接種 生後3カ月から 90カ月（7歳6
カ月）に至るまで追加接種 1回（初回から 6カ月以上間隔をおく）

2種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 不活化 1回 11歳以上13歳未満

麻しん風しん混合（MR) 生
1期 1回 1歳から 2歳に至るまで
2期 1回 就学前1年間（4/1 ～ 3/31）

日本脳炎 不活化
1期初回 １～ 4週間隔で 2回接種 生後6カ月から 90カ月（7歳6

カ月）に至るまで1期追加 1回（初回から 6カ月以上間隔をおく）
2期 1回 9歳以上13歳未満

小児用肺炎球菌 不活化
初回接種開始年齢が、生後2 ～ 7カ月の場合は
4回、7カ月～ 1歳の場合は 3回、1 ～ 2歳の場
合は 2回、2 ～ 5歳の場合は 1回

生後2カ月から 60カ月（5歳）
に至るまで

Hib（ヒブ） 不活化
初回接種開始年齢が、生後2 ～ 7カ月の場合は
4回、7カ月～ 1歳の場合は 3回、1 ～ 5歳の場
合は 1回

生後2カ月から 60カ月（5歳）
に至るまで

みずぼうそう（水痘） 生
初回接種 1回 1歳～ 3歳に至るまで

※水痘にかかったことのある
場合対象外追加接種 1回（初回から 3カ月以上間隔をおく）

B型肝炎 不活化 3回 2回目：1回目から 27日以上間隔をおく
3回目：1回目から 139日以上間隔をおく

定期：2カ月～１歳未満
※Ｈ28年4月以降に生まれた方のみ
任意：1歳～ 2歳未満（1回
3,000円の助成）

任
意
接
種

ロタウイルス ロタリックス 生 4週以上の間隔で 2回接種（生後6 ～ 24週の間） 生後6週から
1回7,000円の助成（2回まで）ロタテック 生 4週以上の間隔で 3回接種（生後6 ～ 32週の間）

おたふくかぜ 生 1回 おたふくかぜにかかったことがなく、
予防接種を受けたことのない幼児

1歳以上2歳未満
1回3,000円の助成

※医療機関によってはワクチンが不足している場合がありますので、ご注意ください
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談5

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 21㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 26㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

９･23㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 11㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22‒9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課

☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 13㈯10:00～12:00
17㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 10㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 9･23㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 11㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 17･24㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 2㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 21㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 12㈮・31㈬10:00～
12:00、13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

17㈬ 9:30～11:30
20㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22‒9664

13㈯14:00～16:00
31㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

13㈯14:00～16:00
24㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

10㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

17㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 2㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

2･16･30㈫10:00～15:00
9･23㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
2･16･30㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 ９㈫13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 22㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 6･20㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

 

期日 時間 会場

9 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

10 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

11 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

12 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

16 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

17 ㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

18 ㈭
10:00 ～ 10:30 羽川小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

19 ㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

24 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

25 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　1㈪・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　1㈪・3㈬・4㈭・5㈮・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　1㈪・3㈬・4㈭・5㈮・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　1㈪・3㈬・4㈭・5㈮・8㈪・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの
借用資料は、破損の恐れがありますのでポスト
への返却はご遠慮ください

図書館つうしん（5月分）

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

8･15･22･29㈪ 16:25～17:05（40分間）
17:15～17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付中　時間9:00～16:30

会名（会場） 日時
ままだ分館おはなしかい

（間々田分館） 9 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 10 ㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおはなし会

（小山分館） 12 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 14 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ 0・1・2 17 ㈬ 11:00
おこれんのおはなし会 21 ㈰ 14:00
はなしのこべやおはなしかい 28 ㈰ 14:00

8講座以上受講し、指定する課題を提出した受講者に「子ども司書認定証」を授与。
日時　5/21、6/4・18、7/2・16、8/6・20、9/3、10/1・22（いずれも㈰・全10回）9:30
～11:30　会場　中央図書館　対象　市内在住の小学校および義務教育学校5・6年生、先
着16人　申込み　4/30㈰までに中央図書館児童サービスデスクへ直接または☎21-0751

●「子ども司書養成セミナー」受講者募集　　問中央図書館☎ 21‒0751

「としょかんこども会おはなし会」（申込み不要）
日時　5/3㈬15:30 ～　会場　中央図書館児童開架室　おはなしコーナー　

●こどもの読書週間（4/23～ 5/12）イベント
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。

■5月1日㈪は固定資産税1期、
31 日㈬は軽自動車税の納期限
日です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 5 月の日曜納税相談窓口は
28 日㈰です ｡
問納税課☎ 22‒9442

日

　時

6日㈯･ 7日㈰･13日㈯･14日㈰･20日㈯･
21日㈰･27日㈯･28日㈰ 各8:30 ～ 17:15
※3日㈬～ 5日㈮は、コンピューターの保守点
検のため、証明書コンビニ交付を休止します
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22‒9402場

　所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

車屋美術館企画展「裏声で歌へ」
（～ 6 月 18 日㈰）※11 ページ参照 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

博物館企画展「ヒトガタ～はらう・ねがう・
のろう～」（～ 7 月 2 日㈰）※11 ページ参照 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

鯉のぼりの群雄（～ 7 日㈰） 小山総合公園 （一社)小山市観光協会☎30-4772
１日 ㈪
２日 ㈫
３日 ㈬ 憲法記念日
４日 ㈭ みどりの日

５日 ㈮
こどもの日
間々田のジャガマイタ 11:00 頃～ 間々田八幡宮 生涯学習課☎22-9669

６日 ㈯

７日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 7㎞ 8:45 集合 小金井駅（西口）起点 生涯スポーツ課☎21-2695
C&K ライブ「無謀な挑戦状 Case3」※ 発売中 17:00 開演 文化センター 同センター☎22-9552

８日 ㈪
９日 ㈫

１０日 ㈬
１１日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）※ 要申込 9:00 受付 県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695

１２日 ㈮ ラムサール講座「渡良瀬遊水地の植物観察」
※ 要申込 13:30 ～ 16:30 生井公民館集合 同館☎45-4004

１３日 ㈯
一般公募普通救命講習会 ※ 要申込 9:00 ～正午 市消防本部 消防署救急係☎39-6666
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館 博物館☎45-5331※月曜休館

１４日 ㈰

新体力テスト（青年の部）※ 要申込 9:00 受付 県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695
博物館企画展記念講演会「民間信仰の中の
ヒトガタ」※ 要申込。11 ページ参照 13:30 ～ 15:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

よしもとお笑いまつり ㏌ 小山 ※ 発売中 18:00 開演 文化センター 同センター☎22-9552
１５日 ㈪
１６日 ㈫
１７日 ㈬
１８日 ㈭
１９日 ㈮

２０日 ㈯ 第 16 回ヤナギ・セイタカアワダチ
ソウ除去作戦 6:30 ～ 8:00 渡良瀬遊水地第 2 調節池

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22-9354

２１日 ㈰
２２日 ㈪
２３日 ㈫
２４日 ㈬
２５日 ㈭ 小山市シニアハイキング ※ 要申込 8:30 集合 高柴山約 6㎞ 生涯スポーツ課☎21-2695
２６日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
２７日 ㈯
２８日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎１階納税課 納税課☎22-9442
２９日 ㈪
３０日 ㈫
３１日 ㈬

※カレンダーの内容は、3月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

5月 カレンダー広報
政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
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2 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】2月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　31件(66件)　負傷者　41人(84人)
死者　 1人(1人)

火災　 8件(20件)　救急　664件(1,423件)
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増改築・リフォーム・外構・エクステリアの専門店
家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市城山町 2-3-10　　小山市役所から北へ 200m　４号線沿い　

カラーズ ㈱木の花ホーム  営業時間9:00 ～ 18:00　水曜定休日 TEL:0285-38-8715

ご相談・
お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 屋根外壁 内装工事

カラーズ小山北支店

写真館


